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令和６年度 

第二回おおた地球さんご賞 

作品集 

 

 

 

 

 

 

 

 

画：松山 浩（とちの実作業所） 
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地球さんご賞の趣旨 

 生命の源である「水」を主題に、「生命」「環境」の大切さを理解し、自

助、共助の精神で行動できるこどもの育成を目指して、創設する事業です。

同時に大人たちがこの活動を通じてこどもたちと交流し、地域と地域のため

に何ができるかを発見する場にしたいと願っています。 

 

地球さんご賞の理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文章は人である 
Le style est I’homme meme 

－ アカデミー・フランセーズ － 
 

文は人なり 
自分の考えを文章に書くと、色んなことがあいまいなままであることに気づく。 
正しく見ているか、正しく考えているか。深く見ているか、深く考えているか。 

そういう力を日頃から身につけている人が、いい文章を書ける。 
－ 安部 龍太郎 － 

 

 

環境保護活動 

 こどもたちに水や環境についての作文を書いてもらうことで、環境問題への意識を高

め、将来の「環境保護活動」につながるきっかけを作りたい。 

子育て支援運動 

 全国の水のもり文化プロジェクトに共感いただく団体と共に作品の募集、選考、表彰

を行い、大人たちがこどもたちと活動を共にすることで、地域社会における「子育て支

援運動」へと発展させていきたい。 

地域人財育成 

 活動を通じて、地域の意識を高め、こどもたちに郷土の自然や歴史を学ぼうという意

識を持たせることで、地方分権を担う「人材」を育成したい。 

地域の活性化 

 高齢者が水のもり文化プロジェクトに参加することで、学び直しや社会参加、生きが

い作りのきっかけとなり、「地域の活性化」につなげていきたい。 

社会問題に取り組む体制 

 環境問題、子育て支援、社会教育などに携わる他の団体にも協力をお願いし、作品の

応募や選考、表彰を行うことで、共同で「社会問題に取り組む体制」を作って行きた

い。 
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「おおた地球さんご賞」は、大田区の小・中学生を主な対象とした作文・

エッセイコンクールであり、入賞作品は、「地球さんご（３×５）賞」の全国

（本部）表彰に推薦されます。 

※「地球さんご（３×５）賞」は、人が持つ（見る、考える、行動する）という３つの力で、地球が直面

する５つの課題（地球温暖化、海洋汚染、大気汚染、水質汚濁、森林破壊）に立ち向かうことを目指し

て創設されており、大田区在住の直木賞作家である安部龍太郎氏が審査委員長を務めています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子どもは未来を照らす宝である」 
 地球さんご賞にこのスローガンを用いるようになったのは、伝教大師最

澄が『山家学生式』（ルビ：さんげがくしょうしき）の中で語っている

「一隅を照らす、此れ則（ルビ：すなわ）ち国宝なりと」という言葉に影

響を受けてのことです。 

 最澄は仏道修行者の心得として、社会の一隅を照らすことの大切さを説

きましたが、我々も子どもたちこそ未来を照らす宝であると信じて地球さ

んご賞の活動に取り組んでいます。 

 宝は子どもたちばかりではありません。各地区の実行委員会に集い、作

品の募集、選考、表彰などを献身的に担当してくれている皆さま、その活

動を支えるためのご支援をいただいている方々が、子どもという宝を輝か

せるための光源となっています。 

 第三回目となる今年は、全国で六ケ所の実行委員会が発足し、一隅を照

らす松明（ルビ：たいまつ）となってくれているのです。 

より良い未来のために、善意と志を集めて共に頑張りましょう。 
 

       安部 龍太郎   

安部龍太郎さんからのメッセージ 
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※ この作品集の挿絵は、大田区の障がい者総合サポートセンターを拠点に活動するワークショップノコノ

コと大田区生産活動支援施設連絡会（おおむすび連絡会）の皆様に協力していただきました。 

    

 

 

大田区教育長 メッセージ 

「新たな『おおた教育ビジョン』がめざすもの」 

 受賞された皆様、誠におめでとうございます。 

昨年度から始まり、第二回を迎えた「おおた地球さんご賞」では、小学

生 163作品、中学生 388作品、合計 551作品のご応募をいただきました。

昨今の気象状況を危惧しての考察と行動を述べた作品や、身近な自然環境

の保護を訴え守ろうとする作品など、ご自身が実際に体験されたことや調

査・研究の結果を、独自の視点で表しており、大変楽しく読ませていただ

きました。 

 大田区教育委員会は、今年度から新たな『おおた教育ビジョン』を掲げ

て様々な事業を進めております。これらの事業には、すべてのこどもたち

に笑顔とあたたかさあふれる未来を創り出す力を育てたいとの思いをこめ

て、取り組んでいます。 

 この「おおた地球さんご賞」も、地球環境や身近な自然環境を題材とし

て、未来を見据えた作品を生み出すコンクールであると思っています。こ

れからの大田区を創っていく人材育成に寄与する事業となるよう、今後と

も、地域の皆様、企業・団体等の皆様のご支援とご協力を賜りたくお願い

申し上げます。 
 

      大田区教育長 小黒 仁史 

画：佐藤 聖子（とちの実作業所） 
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＜＜＜ 目 次 ＞＞＞ 

奨励賞【小学生の部】 

作品名 お名前 学校名・学年 ﾍﾟｰｼﾞ 

呑川から考える海洋汚染 白谷 絢子 池上第二小学校 6年 15 

わたしたちのど力で決まる地球 仙頭 秀駿 出雲小学校 4年 16 

みんなに伝えたい、海のこと 佐藤 那帆 出雲小学校 4年 17 

ぼくたちが目指す未来の多摩川 吉井 誓彦 南六郷小学校 4年 18 

大好きな多摩川 小林 真弓 南六郷小学校 4年 19 

奨励賞【中学生の部】 

作品名 お名前 学校名・学年 ﾍﾟｰｼﾞ 

明るい未来に向かって 加藤 紗永 雪谷中学校 2年 20 

山の中で感じたこと 平岡 治子 雪谷中学校 2年 21 

まずは小さな意識から 小川 祥人 大森第十中学校 2年 22 

地球温暖化について 勝又 弓月 大森第十中学校 2年 23 

美しい砂浜を守るために 笹本 茜 大森第十中学校 2年 24 

私たちののみ川を守るために 富永 遥 大森第十中学校 2年 25 

地球環境について 永田 遥真 大森第十中学校 2年 26 

地球と共存するために 森田 悠里 大森第十中学校 2年 27 

環境問題 淺野 笑花 大森第六中学校 2年 28 

行動から変えていく 一見 凛菜 大森第六中学校 2年 29 

美しい海を取り戻すために 岡野 利央 大森第六中学校 2年 30 

環境問題の身近なとらえ方 小木 絃楓 大森第六中学校 2年 31 

海洋プラスチックのごみ問題 須賀 結香 大森第六中学校 2年 32 

私たちができること 中藤 咲菜 大森第六中学校 2年 33 

海 幡山 英亮 大森第六中学校 2年 34 

実行委員会特別賞 

カブトムシの森 隂山 泰平 世田谷区立尾山台小学校 1年 35 

賞名 作品名 お名前 学校名・学年 ﾍﾟｰｼﾞ 

大田区長賞【小学生の部】 あふれるゴミからあふれる植物へ 廣江 初菜 馬込小学校 6年  5 

大田区長賞【中学生の部】 きれいな地球環境を守るために 吉田 舜 大森第六中学校 2年  6 

大田区教育長賞【小学生の部】 ぼくと大師橋干潟 市山 洋昭 馬込第二小学校 4年  7 

大田区教育長賞【中学生の部】 地球温暖化による蚊と私の戦い 丸山 泰生 大森第六中学校 3年  8 

おおた地球さんご賞大賞 自然のゆりかご 幸嶋 美国 雪谷中学校 2年  9 

おおた地球さんご賞準大賞 水と生活 藤井 杏樹 池上第二小学校 5年  10 

〃 「当たり前」の未来を目指して 小林 律仁 大森第六中学校 2年  11 

(公財)伊東奬學会賞 「多摩川活動」と「うのき水辺の楽校」

が私に教えてくれたこと 
遠藤 さくら 嶺町小学校 5年 

 12 

(公財)大田区文化振興協会賞 失いたくない P.N.プランクトン 大森第十中学校 2年  13 

荏原製作所賞 二酸化炭素と交通 川瀨 元 大森第六中学校 2年  14 
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大田区で入賞された 31作品については、全国（本部）表彰に推薦をさせていただきまし

た。令和６年度は全国６地区（福岡県八女市、岡山県高梁川周辺、静岡県静岡市、富山県

富山市、宮城県都城市、大田区）で、「地球さんご賞」作文コンクールが実施され、全国

3,448作品の応募がありました。各地区での入賞作品が約 30作品ずつ寄せられ、本部での

選考結果を経て、令和６年 12月 10日（火曜日）入賞作品が決定しました。大田区から

も、下記の６つの作品が入賞しました。 

 

令和６年度「地球さんご賞」本部 優秀賞 10作品  

 安部龍太郎賞、川井郁子賞など、優秀賞として 10作品が選ばれました。その中で、大田

区から推薦した下記の作品が選ばれました。 

◆川井郁子賞 

学校名・学年：大田区立大森第六中学校 2年  氏名：小林 律仁 

作品名：「当たり前」の未来を目指して 

◆幻冬舎賞 

学校名・学年：大田区立大森第六中学校 3年  氏名：丸山 泰生 

作品名：地球温暖化による蚊と私の戦い 

 

令和６年度「地球さんご賞」本部 奨励賞 

本部奨励賞は、全体で 20作品が選ばれました。その中で、大田区から推薦した下記の作

品が選ばれました。 

◇奨励賞 

学校名・学年：大田区立馬込小学校 6年  氏名：廣江 初菜 

作品名：あふれるゴミからあふれる植物へ 

◇奨励賞 

学校名・学年：世田谷区立尾山台小学校 1年  氏名：隂山 泰平 

作品名：カブトムシの森 

◇奨励賞 

学校名・学年：大田区立雪谷中学校 2年  氏名：平岡 治子 

作品名：山の中で感じたこと 

◇奨励賞 

学校名・学年：大田区立大森第六中学校 2年  氏名：川瀨 元 

作品名：二酸化炭素と交通 

地球さんご賞全国本部 HP はこちら 
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■
大
田
区
長
賞
（
小
学
生
の
部
） 

 
 
 

あ
ふ
れ
る
ゴ
ミ
か
ら
あ
ふ
れ
る
植
物
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

廣
江 

初
菜 

 

私
は
植
物
が
大
好
き
で
す
。
大
田
区
に
は
池
上
梅
園
や
馬
込
シ
ク
ラ
メ
ン
園

な
ど
、
き
れ
い
な
植
物
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
特
に
私

が
気
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
家
の
近
く
に
あ
る
馬
込
桜
並
木
通
り
で
す
。

毎
年
春
に
な
る
と
約
九
十
本
も
の
大
き
な
桜
が
さ
き
、
と
て
も
き
れ
い
で
、
み

り
ょ
う
さ
れ
ま
す
。
私
は
三
月
に
な
る
と
、
開
花
は
ま
だ
か
と
待
ち
遠
し
く
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
場
所
が
植
物
に
悪
影
響
を

お
よ
ぼ
す
こ
と
を
知
り
、
残
念
に
思
え
た
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
が

三
年
生
の
頃
、
京
浜
島
に
あ
る
大
田
清
掃
工
場
に
行
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
そ

こ
で
は
ゴ
ミ
収
集
車
か
ら
出
て
く
る
大
量
の
ゴ
ミ
を
見
ま
し
た
。
私
は
い
い
気

分
に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
で
見
た
ゴ
ミ
は
ふ
だ
ん
の
私
た
ち
の
生
活

で
出
て
い
る
ゴ
ミ
で
す
。
こ
の
ゴ
ミ
の
中
に
は
分
別
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ

る
と
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
ゴ
ミ
を
燃
や
す
と
、
た
く
さ
ん
の
二
酸
化
炭
素
が

出
ま
す
。
そ
の
二
酸
化
炭
素
は
地
球
温
暖
化
の
原
因
に
つ
な
が
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
私
た
ち
人
間
は
地
球
温
暖
化
が
進
み
、
気
温
が
上
昇
し
て
も
、
す

ず
し
い
と
こ
ろ
に
移
動
す
れ
ば
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
植
物
は
移

動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
暑
さ
に
た
え
ら
れ
ず
か
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
人
間
が
二
酸
化
炭
素
を
出
し
続
け
、
数
々
の
植
物
が
か

れ
て
し
ま
う
の
は
胸
が
痛
み
ま
す
。
そ
の
た
め
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
減
ら

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
家
で
は
ゴ
ミ
の
分
別
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
行
っ
て
み
る
と
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
や
壊
れ
た
自
動
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
の
分
別
に
困
り
ま
し
た
。
き
れ
い
な
ダ

ン
ボ
ー
ル
は
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
で
す
。
伝
票
シ
ー
ル
を
全
て
は
が
し
、
資
源

ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
壊
れ
た
自
動
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
に
入

っ
て
い
た
か
ん
電
池
も
可
燃
ゴ
ミ
と
し
て
そ
の
ま
ま
捨
て
て
は
い
け
な
い
と
知

り
ま
し
た
。
他
に
も
家
に
は
リ
ユ
ー
ス
で
き
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
も
う

少
し
早
く
気
づ
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し
ま
し
た
。
ま
た
、
私
は
五
年
生
に
な

る
と
、
学
校
の
環
境
美
化
委
員
会
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
で
は
、
毎
回

古
紙
や
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
行
う
こ

と
で
、
可
燃
ゴ
ミ
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
生
徒
み
ん
な

が
こ
の
活
動
に
協
力
し
て
く
れ
な
い
と
、
回
収
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
、
動
画
を
さ
つ
え
い
し
た
り
、
ポ
ス
タ
ー
を
ろ
う
か
に
け
い

示
し
た
り
し
て
、
古
紙
や
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
を
知
っ
て
も
ら
う
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
六
年
生
に
な
り
、
環
境
美
化
委
員
会
の
委
員
長
に
な
り
ま
し
た
。
私

た
ち
の
活
動
に
つ
い
て
も
っ
と
広
め
よ
う
と
、
朝
会
で
全
校
生
徒
に
呼
び
か
け

を
し
、
み
ん
な
が
楽
し
く
分
別 

で
き
る
よ
う
に
企
画
を
考
え
て 

い
ま
す
。
私
は
中
学
生
に
な
っ 

て
も
、
地
球
環
境
に
関
わ
る
こ 

と
の
で
き
る
委
員
会
に
入
り
、 

学
校
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
各 

生
徒
の
家
庭
で
も
ゴ
ミ
を
減
ら 

す
活
動
を
行
っ
て
も
ら
え
る
よ 

う
に
声
か
け
を
し
た
い
で
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極 

的
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
こ
れ
か
ら
も
植
物
で
あ
ふ
れ 

る
大
田
区
に
す
る
た
め
に
、
地 

域
の
み
ん
な
で
ゴ
ミ
を
減
ら
す 

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い 

で
す
。 

画：越沼 李一（ヤマト運輸 羽田クロノゲート） 
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■
大
田
区
長
賞
（
中
学
生
の
部
） 

 
 
 

き
れ
い
な
地
球
環
境
を
守
る
た
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
田 

舜 

 

現
在
世
界
中
で
は
、
様
々
な
問
題
が
起
き
て
い
る
。
例
え
ば
貧
困
問
題
、
格

差
問
題
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
の
中
で
私
が
一
番
解
決
さ
せ
た
い
と
感
じ
た

問
題
は
、
地
球
環
境
に
つ
い
て
の
問
題
だ
。 

 

私
は
普
段
の
生
活
の
中
で
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
は
じ
め
と
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
ご
み
を
よ
く
目
に
す
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、
完
全
に
自
然
に
分
解
さ

れ
る
ま
で
に
約
四
〇
〇
年
か
ら
一
〇
〇
〇
年
以
上
か
か
る
と
さ
れ
て
い
て
、
ご

み
の
中
で
も
特
に
自
然
環
境
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、

ウ
ミ
ガ
メ
な
ど
の
水
生
生
物
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
誤
っ
て
食
べ
て
し
ま
う
な

ど
し
て
、
生
態
系
に
も
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
私
は

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
始
め
と
し
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
問
題
に
つ
い
て
、
何
か
具
体

的
な
取
り
組
み
や
対
策
を
行
う
べ
き
だ
と
考
え
た
。 

 

私
が
考
え
た
の
は
、
エ
コ
バ
ッ
グ
の
使
用
を
促
す
と
い
う
取
り
組
み
だ
。

人
々
が
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
使
う
以
上
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
ご
み
は
根
本
的
に
減
る
こ

と
が
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
取
り
組
み

を
行
っ
た
の
か
。
私
は
、
私
の
通
っ
て
い
る
学
校
で
毎
年
行
わ
れ
る
、
シ
ビ
ッ

ク
ア
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
を
実
行
し
た
。
シ
ビ
ッ
ク
ア
ク
シ
ョ
ン

と
は
、
環
境
問
題
や
平
和
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
と
い
う
も
の
だ
。
私
は
自
分
の
グ
ル
ー
プ
で
、
エ
コ
バ
ッ
グ

の
使
用
促
進
の
案
を
提
案
し
、
最
終
的
に
こ
れ
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
私
た

ち
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
エ
コ
バ
ッ
グ
を
使
う
き
っ
か
け
を
作
る
た
め
に
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
と
い
う
も
の
を
行
っ
た
。
自
分
で
エ
コ
バ
ッ
グ
を
作

る
こ
と
で
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
使
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
な
る
人
が
い
る
か

も
し
れ
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
地
球

環
境
へ
与
え
る
影
響
な
ど
を
ま
と
め
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
、
こ

の
問
題
が
身
近
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
た
。
ア
ク
シ
ョ
ン
当

日
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
、
友
達
や
家
族
と
協
力
し
て
エ
コ
バ
ッ
グ
作

成
に
熱
心
に
取
り
か
か
る
姿
が
見
ら
れ
た
の
で
良
か
っ
た
。
ま
た
そ
の
場
で
エ

コ
バ
ッ
グ
を
使
っ
て
い
る
か
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
み
る
と
、
三
十
二
人
中

三
人
の
み
と
、
な
ん
と
約
十
分
の
一
の
人
し
か
エ
コ
バ
ッ
グ
を
使
っ
て
い
な
か

っ
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
私
は
こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
正
解
だ
っ

た
な
と
思
っ
た
。
ま
た
こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
の
数
カ
月
後
、
作
っ
た
エ
コ
バ
ッ
グ

を
使
っ
て
い
る
か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
今
度
は
三
十
二
人
中
二
十

三
人
の
人
が
使
っ
て
く
れ
て
い
て
、
自
分
で
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
を
受
け
て
エ
コ
バ
ッ
グ
を
使
い
始
め
た
と
い
う

人
も
い
た
。 

 

こ
れ
は
ま
だ
小
さ
な
変
化
で
は 

あ
る
が
、
こ
う
い
う
変
化
を
た
く 

さ
ん
積
み
重
ね
、
私
た
ち
に
と
っ 

て
か
け
が
え
の
な
い
、
こ
の
地
球 

環
境
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ 

た
。 

 
 

画：荻野 碧衣（大田区立小池小学校６年） 
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■
大
田
区
教
育
長
賞
【
小
学
生
の
部
】 

 
 
 

ぼ
く
と
大
師
橋
干
潟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

市
山 

洋
昭 

 

ぼ
く
は
小
学
二
年
生
の
時
か
ら
大
田
区
の
羽
田
水
辺
の
学
校
に
十
回
さ
ん
か

し
て
い
ま
す
。
水
辺
の
学
校
は
多
摩
川
の
か
口
の
大
師
橋
干
潟
に
あ
り
ま
す
。 

大
師
橋
干
潟
は
汽
水
で
た
く
さ
ん
の
生
き
物
が
い
ま
す
。
カ
ニ
は
九
種
類
い
ま

す
。
他
に
も
ハ
ゼ
類
、
ゴ
カ
イ
類
、
貝
類
な
ど
が
い
ま
す
。
ぼ
く
は
今
ま
で
生

き
物
を
十
三
種
類
ぐ
ら
い
見
つ
け
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
干
潟
に
行
く
日
が
楽
し

み
で
大
師
橋
干
潟
が
大
す
き
で
す
。 

 

大
師
橋
干
潟
の
生
き
物
の
中
で
気
に
な
っ
て
い
る
生
き
物
が
２
つ
い
ま
す
。 

 

１
つ
は
シ
ジ
ミ
で
す
。
二
〇
十
九
年
の
台
風
十
九
号
で
ヘ
ド
ロ
が
つ
も
っ
て

シ
ジ
ミ
が
息
が
で
き
な
く
な
り
へ
り
ま
し
た
。
台
風
十
九
号
前
は
シ
ジ
ミ
を
使

っ
て
、
水
を
き
れ
い
に
す
る
実
け
ん
が
で
き
る
ほ
ど
い
た
そ
う
で
す
。
五
年
前

の
台
風
の
え
い
き
ょ
う
が
ま
だ
の
こ
っ
て
い
ま
す
。
自
ぜ
ん
は
か
ん
た
ん
に
も

ど
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
シ
ジ
ミ
は
水
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ
る
貝
で
す
。

ぼ
く
が
干
潟
に
行
き
は
じ
め
た
と
き
は
シ
ジ
ミ
は
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
さ
い
近
は
一
回
の
観
さ
つ
会
で
四
か
ら
二
十
こ
発
見
し
て
い
ま
す
。
シ
ジ

ミ
は
水
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ
る
の
で
こ
の
ま
ま
ふ
え
て
ほ
し
い
で
す
。 

 

も
う
一
つ
は
ト
ビ
ハ
ゼ
で
す
。
羽
田
水
辺
の
学
校
ト
ビ
ハ
ゼ
ク
ラ
ブ
と
も
い

う
の
に
観
さ
つ
会
で
ト
ビ
ハ
ゼ
を
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ト
ビ
ハ

ゼ
は
東
京
都
で
ご
く
近
い
し
ょ
う
来
に
お
け
る
野
生
で
の
ぜ
つ
め
つ
の
き
け
ん

性
が
き
わ
め
て
高
い
生
き
物
で
す
。 

 

し
か
し
、
五
月
六
日
の
観
さ
つ
会
で
代
表
の
方
が
ト
ビ
ハ
ゼ
を
つ
か
ま
え
ま

し
た
。
ト
ビ
ハ
ゼ
を
近
く
で
見
た
ら
目
が
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。
観
さ
つ
会
で

発
見
さ
れ
た
の
は
五
年
ぶ
り
で
す
。 

 

六
月
九
日
の
観
さ
つ
会
で
前
い
た
場
所
を
ぼ
く
が
さ
が
し
て
み
た
ら
ト
ビ
ハ

ゼ
が
い
ま
し
た
。
ぼ
く
が
つ
か
ま
え
に
行
っ
た
ら
ト
ビ
ハ
ゼ
は
近
く
の
穴
に
か

く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
が
穴
を
ほ
っ
た
ら
近
く
の
別
の
穴
か
ら
出
て
き
て
に
げ
ま

し
た
。
追
い
か
け
て
も
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
に
げ
て
い
き
ま
し
た
。
二
回
も
ト
ビ
ハ

ゼ
に
会
え
て
う
れ
し
い
で
す
。 

 

シ
ジ
ミ
や
ト
ビ
ハ
ゼ
が
も
ど
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
大
師
橋
干
潟
の
か
ん

き
ょ
う
が
よ
く
な
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
羽
田
水
辺
の
学
校
で

ゴ
ミ
拾
い
と
土
お
こ
し
を
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
十
年
以
上
前
は
ゴ

ミ
だ
ら
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

土
お
こ
し
は
ス
コ
ッ
プ
で
土
を
ほ
り
返
し
て
空
気
を
土
に
い
れ
る
こ
と
で

す
。
空
気
を
い
れ
る
と
ヘ
ド
ロ
で
息
が
し
に
く
か
っ
た
の
が
し
や
す
く
な
っ
て

シ
ジ
ミ
な
ど
が
住
み
や
す
く
な
り
ま
す
。 

 

干
潟
は
東
京
わ
ん
の 

じ
ょ
う
化
そ
う
ち
と
教
え 

て
も
ら
い
ま
し
た
。
シ
ジ 

ミ
は
水
を
き
れ
い
に
し
、 

カ
ニ
な
ど
が
死
が
い
を
土 

に
も
ど
し
て
い
ま
す
。 

 

生
き
物
が
も
ど
っ
て
き 

て
い
て
羽
田
水
辺
の
学
校 

は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。 

ぼ
く
の
大
す
き
な
多
摩
川 

や
東
京
わ
ん
を
き
れ
い
に 

す
る
た
め
に
こ
れ
か
ら
も 

活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

画：荒木 千寛（大田区立小池小学校５年） 



- 8 - 

 

■
大
田
区
教
育
長
賞
【
中
学
生
の
部
】 

 
 
 

地
球
温
暖
化
に
よ
る
蚊
と
私
の
戦
い 

丸
山 

泰
生 

私
は
蚊
が
嫌
い
だ
。
小
さ
い
頃
か
ら
蚊
に
刺
さ
れ
る
こ
と
で
リ
ン
パ
管
炎
を

発
症
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
激
痛
で
歩
け
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
だ
。
そ

の
た
め
毎
年
夏
が
来
る
と
不
安
に
な
る
。
虫
刺
さ
れ
程
度
の
些
細
な
こ
と
な
の

で
、
周
り
の
人
の
理
解
は
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
が
、
一
度
重
症
化
す
る
と
本

当
に
厄
介
で
、
蚊
は
私
の
天
敵
な
の
だ
。 

 

実
は
、
蚊
と
ど
う
向
き
合
う
の
か
は
人
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
世

界
で
は
蚊
に
よ
っ
て
死
亡
す
る
人
が
七
十
二
万
人
以
上
も
い
る
そ
う
だ
。
熊
や

虎
な
ど
危
険
な
生
物
は
多
く
い
る
が
、
人
間
を
一
番
殺
し
て
い
る
の
は
蚊
で
あ

る
。
蚊
は
ジ
カ
熱
や
デ
ン
グ
熱
な
ど
命
に
関
わ
る
病
気
を
媒
介
す
る
。 

 

そ
ん
な
蚊
が
、
温
暖
化
に
よ
っ
て
増
え
て
い
る
。
以
前
な
ら
春
や
秋
に
生
息

し
な
か
っ
た
蚊
は
暑
さ
が
長
引
く
こ
と
に
よ
り
生
息
期
間
を
延
ば
し
、
そ
の
生

息
範
囲
を
広
げ
て
い
る
。
よ
り
多
く
の
人
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
の
だ
。 

 

私
の
所
属
し
て
い
る
自
然
科
学
部
で
は
自
分
の
興
味
関
心
で
自
由
に
研
究
で

き
る
た
め
、
天
敵
の
蚊
の
生
態
を
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。
敵
を
知
れ
ば
対
策
で

き
る
こ
と
も
増
え
る
か
ら
だ
。
蚊
の
好
む
も
の
、
嫌
う
も
の
を
研
究
し
、
蚊
を

お
び
き
寄
せ
ま
と
め
て
駆
逐
で
き
る
も
の
を
発
見
し
、
世
の
中
か
ら
蚊
を
減
ら

せ
ば
、
助
か
る
命
も
格
段
に
増
え
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

私
の
実
験
は
、
ま
ず
蚊
を
捕
ま
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
に

蚊
に
刺
さ
れ
る
と
い
う
恐
怖
と
も
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
る
べ
く
蚊
に

刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
捕
獲
に
挑
む
が
、
そ
れ
で
も
刺
さ
れ
て
し
ま
う
。
蚊
は
隙

あ
ら
ば
私
を
狙
う
の
で
あ
る
。
蚊
は
足
裏
の
臭
い
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
と
い
う

情
報
を
得
た
私
は
、
足
裏
の
臭
い
の
成
分
に
「
イ
ソ
吉
草
酸
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
、
納
豆
に
は
そ
れ
と
よ
く
似
た
成
分
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
を

活
か
し
て
納
豆
を
用
い
て
蚊
を
集
め
ら
れ
る
か
実
験
を
し
て
み
た
。
し
か
し
、

蚊
は
納
豆
に
は
反
応
せ
ず
、
他
に
マ
ス
タ
ー
ド
や
醤
油
を
用
い
て
も
、
期
待
し

て
い
た
結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 

ま
た
、
蚊
の
幼
虫
で
あ
る
赤
虫
の
研
究
も
同
時
に
行
っ
て
い
る
。
赤
虫
は
ユ

ス
リ
カ
の
幼
虫
で
、
血
を
吸
わ
な
い
種
の
蚊
の
幼
虫
だ
が
、
釣
り
の
生
餌
と
し

て
入
手
し
や
す
い
。
赤
虫
は
ど
の
よ
う
な
環
境
で
生
き
る
の
か
。
い
く
つ
か
状

況
を
作
り
出
し
、
弱
点
に
つ
い
て
デ
ー
タ
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
判
明
で

き
れ
ば
他
の
蚊
に
も
応
用
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

祖
父
は
、「
昔
は
こ
ん
な
に
暑
く
な
か
っ
た
。
夏
で
も
朝
夕
は
涼
し
か
っ
た

し
、
し
っ
か
り
四
季
が
あ
っ
た
。」
と
言
っ
て
い
た
。
た
っ
た
数
十
年
で
環
境
は

変
化
す
る
。
温
暖
化
の
原
因
と
言
わ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
は
、
地
球
を
温
か
く

保
つ
た
め
に
必
要
な
も
の
だ
。
し
か
し
、
産
業
革
命
以
降
、
生
活
が
便
利
に
な

る
と
同
時
に
多
く
の
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
地
球
の
温
度

が
上
昇
し
生
態
系
を
乱
し 

て
し
ま
っ
た
。
蚊
の
増
加
も 

そ
の
ひ
と
つ
だ
。 

 

人
間
の
生
活
を
豊
か
に
す 

る
の
は
大
事
だ
が
、
そ
れ
に 

伴
う
環
境
の
変
化
で
、
今
ま 

で
に
な
い
問
題
が
浮
上
す
る
。 

変
化
と
と
も
に
、
新
た
な
課 

題
と
解
決
策
を
探
し
見
つ
け 

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
簡
単 

に
は
研
究
の
成
果
は
出
な
い 

が
、
引
き
続
き
研
究
を
進
め 

て
い
き
た
い
。 

 
 

画：浅野 智子（大田区立うめのき園） 
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■
お
お
た
地
球
さ
ん
ご
賞 

大
賞 

 
 

自
然
の
ゆ
り
か
ご 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

幸
嶋 

美
国 

 

ち
ょ
う
ど
夏
休
み
で
知
り
合
い
の
大
学
生
が
帰
省
し
て
い
ま
し
た
。
彼
女

は
、
母
の
高
校
時
代
の
友
達
の
娘
で
す
。
彼
女
は
北
海
道
の
大
学
で
循
環
農
学

を
学
ん
で
い
ま
す
。
元
々
動
物
や
自
然
が
大
好
き
で
高
校
時
代
は
ハ
ト
部
で
し

た
。
家
で
も
た
く
さ
ん
の
鳥
や
動
物
を
飼
っ
て
い
て
ま
る
で
小
さ
な
動
物
園
か

水
族
館
で
し
た
。
私
は
小
さ
い
頃
よ
く
見
せ
て
も
ら
い
に
行
き
ま
し
た
。
楽
し

か
っ
た
で
す
。 

 

私
は
彼
女
に
、
今
、
温
暖
化
が
酪
農
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い

る
の
か
、
聞
い
て
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
彼
女
か
ら
「
牛
は
乳
を
作
る
の
に
た
く

さ
ん
熱
を
放
出
す
る
か
ら
乳
を
た
く
さ
ん
出
す
牛
ほ
ど
熱
に
弱
い
」「
受
胎
率
は

高
泌
乳
牛
ほ
ど
低
い
が
、
温
暖
化
に
よ
る
熱
ス
ト
レ
ス
の
た
め
さ
ら
に
低
く
な

る
」
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
ま
ま
暑
い
年
が
続
く

と
、
牛
乳
の
生
産
量
は
徐
々
に
減
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
や
、
も

し
か
す
る
と
急
激
に
減
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
え
ば
最
近
、

牛
乳
が
ど
ん
ど
ん
値
上
が
り
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ニ
ュ
ー
ス
で
は
生
産
コ
ス

ト
が
原
因
だ
と
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
件
費
と
か
円
安
で
餌
代
が
値
上

が
り
し
て
い
る
せ
い
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
乳
を
出
せ
る
牛
の
数
や
生
産

量
も
含
ま
れ
た
話
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

彼
女
は
ま
た
、
ウ
ミ
ガ
メ
や
ミ
ツ
バ
チ
の
問
題
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ウ

ミ
ガ
メ
は
孵
化
す
る
時
の
水
温
に
よ
っ
て
性
別
が
決
ま
る
そ
う
で
、
近
年
の
水

温
上
昇
の
せ
い
で
ウ
ミ
ガ
メ
は
メ
ス
ば
か
り
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ

は
世
界
的
に
も
問
題
視
さ
れ
て
い
て
、
孵
化
の
温
度
を
管
理
し
て
オ
ス
を
増
や

す
活
動
が
各
国
で
あ
る
ら
し
い
で
す
。
そ
し
て
ミ
ツ
バ
チ
は
、
気
温
が
上
昇
し

す
ぎ
る
と
死
滅
し
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
そ
う
い
え
ば
、
家
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
ミ

ツ
バ
チ
の
死
骸
を
見
る
の
は
、
決
ま
っ
て
夏
で
す
。
こ
の
夏
も
ベ
ラ
ン
ダ
で
死

ん
で
い
ま
し
た
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
ミ
ツ
バ
チ
が
い
な
く
な
る
と
人
間
も

滅
び
る
と
言
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ミ
ツ
バ
チ
が
受
粉
し
て
く
れ
な

い
と
植
物
が
育
た
な
い
か
ら
で
す
。 

 

こ
う
し
て
聞
い
て
み
る
と
、
温
暖
化
は
ど
ん
ど
ん
人
間
の
首
を
絞
め
て
い
る

と
思
い
ま
し
た
。
最
後
に
彼
女
は
「
バ
ラ
ン
ス
だ
よ
。
環
境
問
題
は
バ
ラ
ン
ス

な
ん
だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
暑
す
ぎ
れ
ば
、
増
え
す
ぎ
れ
ば
、
乱
獲

し
す
ぎ
れ
ば
、
ど
こ
か
で
悪
い
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
う
言
わ
れ
て
、
私

は
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
ゆ
り
か
ご
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
夏
休
み
の
自

由
研
究
に
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
ゆ
り
か
ご
の
片
方
の
玉
を
は
じ
く
と
、
そ
こ

か
ら
同
じ
力
が
反
対
側
の
玉
に
伝
わ
っ
て
、
反
対
側
の
玉
を
跳
ね
上
げ
さ
せ
ま

す
。
つ
ま
り
、
ど
こ
か
で
力
を
使 

え
ば
、
ど
こ
か
で
同
じ
く
ら
い
の 

影
響
を
う
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

私
は
、
人
間
は
ゆ
り
か
ご
の
玉
を 

は
じ
き
す
ぎ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。 

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
ゆ
り
か
ご
は
止
ま 

る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
人 

間
が
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
戻 

す
の
に
も
き
っ
と
時
間
が
か
か
り 

ま
す
。
で
も
、
諦
め
ず
に
こ
れ
以 

上
余
計
な
力
を
加
え
な
い
よ
う
に 

し
な
が
ら
、
私
た
ち
は
バ
ラ
ン
ス 

を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い 

と
思
い
ま
し
た
。 

 
 

画：Ｔ．Ｔ（とちの実作業所） 
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■
お
お
た
地
球
さ
ん
ご
賞 

準
大
賞 

 
 

 
水
と
生
活 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
井 

杏
樹 

 

私
は
学
校
に
行
く
と
き
、
習
い
事
に
行
く
と
き
、
い
つ
も
呑
川
を
通
り
ま
す
。 

 

季
節
に
よ
っ
て
呑
川
の
横
に
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
、
と
て
も

き
れ
い
で
す
。 

 

け
れ
で
も
、
そ
ん
な
き
れ
い
な
場
所
を
歩
い
て
い
る
と
、
呑
川
の
汚
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
れ
は
、
水
が
流
れ
に
く
い
所
に
油
の
よ
う
な
黒
い
何
か
が
浮
い
て
い
る
こ
と

で
す 

 

そ
こ
で
私
は
、
き
れ
い
な
花
と
一
緒
に
き
れ
い
な
呑
川
を
見
る
に
は
、
自
分
に

何
が
出
来
る
か
考
え
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
黒
い
物
の
正
体
を
調
べ
る
と
ス
カ
ム
だ
と
い
う
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

ス
カ
ム
と
は
、
川
底
に
積
み
重
な
っ
た
汚
れ
が
、
ガ
ス
に
よ
っ
て
水
中
か
ら
浮
か

ん
で
き
た
浮
き
カ
ス
の
事
で
す
。 

 

次
に
、
川
が
汚
れ
る
原
因
は
、
生
活
排
水
と
い
う
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
生

活
排
水
と
は
、
台
所
や
お
風
呂
な
ど
の
私
達
が
生
活
で
使
っ
た
水
の
事
で
す
。 

正
直
、
川
が
汚
れ
る
原
因
は
、
ポ
イ
捨
て
や
落
ち
葉
、
生
き
物
の
フ
ン
な
ど
で
は

な
い
か
と
私
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
家
庭
で
使
う
水
が
一
番
の
原
因
で
あ

る
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
同
時
に
、
気
が
付
く
事
が
出
来
た
の
で
、

す
ぐ
に
自
分
が
出
来
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。 

 

例
え
ば
、
歯
磨
き
の
と
き
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る
と
、
一
分
間
で
約
十
二

リ
ッ
ト
ル
の
水
が
流
さ
れ
て
し
ま
う
と
国
語
の
教
科
書
に
書
い
て
あ
っ
た
の
で
、

コ
ッ
プ
に
必
要
な
量
を
入
れ
て
使
え
ば
ム
ダ
な
水
を
減
ら
す
事
が
出
来
る
と
思

い
ま
し
た
。 

 

私
は
、
夏
に
父
と
平
和
島
で
ハ
ゼ
釣
り
を
し
ま
す
。
そ
し
て
、
家
で
さ
ば
い
て

天
ぷ
ら
に
し
ま
す
。
今
ま
で
、
天
ぷ
ら
で
使
っ
た
油
の
事
は
気
に
し
て
い
な
か
っ

た
け
ど
、
う
ち
で
は
ポ
リ
袋
に
新
聞
紙
を
入
れ
て
、
よ
く
冷
ま
し
た
油
を
し
み
こ

ま
せ
、
さ
ら
に
水
を
し
み
こ
ま
せ
て
か
ら
、
可
燃
ゴ
ミ
と
し
て
出
し
て
い
る
事
を

初
め
て
知
り
ま
し
た
。 

 

も
し
、
こ
の
油
を
そ
の
ま
ま
台
所
に
流
し
て
し
ま
っ
て
い
た
ら
、
油
五
百
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
に
対
し
て
、
浴
槽
三
百
三
十
杯
分
の
水
を
使
わ
な
い
と
魚
が
住
め
る
水

質
ま
で
薄
め
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
よ
う
な
汚
れ
の
具
合
を
表
す
指
標
を
、
ＢО

Ｄ
（
生
物
化
学
的
要
求
量
）

と
い
い
ま
す
。 

 

大
田
区
は
昔
に
比
べ
て
、
ＢО

Ｄ
が
大
き
く
改
善
さ
れ
、
環
境
基
準
を
ほ
ぼ
達

成
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
大
田
区
は
二
十
三
区
内
で
一
番
広
く
、
人
口
も
多
く
、
海
や
川
も
あ
る

の
に
改
善
さ
れ
て
い
る
の
は
す
ご
い
事
で
す
。 

 

み
ん
な
が
使
う
水
だ
か
ら
、
水
の
事
を
理
解
し
て
、
ど
う
し
た
ら
地
球
の
水
を

守
れ
る
か
、
考
え
て
行
動
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
私
も
、
小
さ
な
事
か
ら
始
め
て
継
続
し
て
い
く
事
で
、
き
れ
い
な
呑
川

と
花
を
一
緒
に
見
ら
れ
る
未
来
を
つ
く
る
、
一
つ
の
ピ
ー
ス
に
な
り
た
い
で
す
。 

 
 

画：冨山 正美（大森東福祉園） 
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お
お
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地
球
さ
ん
ご
賞 

準
大
賞 

 
 
 

「
当
た
り
前
」
の
未
来
を
目
指
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
林 

律
仁 

 

私
は
こ
の
夏
、
瀬
戸
内
海
に
旅
行
に
行
っ
た
。
瀬
戸
内
海
は
世
界
で
有
数
の

美
し
い
海
域
だ
そ
う
だ
。
海
の
透
明
度
は
高
く
、
あ
ち
こ
ち
に
小
さ
な
島
が
浮

か
び
、
空
は
青
く
、
私
の
心
も
浮
き
立
つ
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
、
港
沿

い
の
海
に
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
お
菓
子
の
ゴ
ミ
が
浮
か
ん
で
い
た
。
私
は
せ
っ

か
く
綺
麗
な
海
な
の
に
な
と
残
念
に
思
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
こ
ん
な
も
の
か

な
と
当
然
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
自
分
が
い
た
。
そ
ん
な
と
き
、
私
の
す
ぐ
近

く
で
写
真
を
撮
っ
て
い
た
外
国
人
の
男
性
が
、
そ
の
ゴ
ミ
に
気
付
い
た
。
す
る

と
、
そ
の
外
国
人
は
靴
と
靴
下
を
脱
い
で
下
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。
水
深
は
少

な
く
と
も
三
メ
ー
ト
ル
は
あ
り
、
下
に
降
り
る
に
は
石
垣
の
よ
う
な
壁
を
伝
う

必
要
が
あ
っ
た
。
周
囲
が
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
な
が
ら
見
守
る
中
、
彼
は
そ
の
壁
を
掴

み
、
少
し
ず
つ
海
面
に
近
づ
い
て
い
っ
た
。
そ
し
て
ゴ
ミ
に
手
を
伸
ば
し
た
が

届
か
ず
、
足
を
伸
ば
し
て
ゴ
ミ
を
近
づ
け
て
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
。
彼
は
近
く
に
浮

か
ん
で
い
た
ゴ
ミ
を
片
手
で
抱
え
ら
れ
る
だ
け
拾
う
と
、
ま
た
少
し
ず
つ
上
っ

て
き
た
。
近
く
で
見
守
っ
て
い
た
お
じ
さ
ん
が
、
そ
の
外
国
人
に
「
あ
ぶ
な
い

よ
。
」
と
声
を
か
け
た
。
す
る
と
彼
は
「
す
み
ま
せ
ん
。B

u
t
,
we have to 

p
r
o
t
e
c
t
 
th
i
s
 
b
ea
u
t
i
f
ul 

s
e
a
.

（
で
も
、
こ
の
綺
麗
な
海
を
守
ら
な
い

と
）
」
と
語
っ
た
。
私
は
驚
い
た
。
彼
も
私
も
旅
行
者
で
、
彼
に
と
っ
て
は
お
そ

ら
く
自
分
の
国
で
す
ら
な
い
の
に
、
他
人
の
落
と
し
た
ゴ
ミ
を
危
険
を
犯
し
て

ま
で
拾
い
に
行
く
の
か
と
衝
撃
を
受
け
た
。
私
は
今
ま
で
ゴ
ミ
が
漂
っ
て
い
る

こ
と
を
仕
方
な
い
と
受
け
と
っ
て
い
た
自
分
が
恥
ず
か
し
く
な
っ
た
。
目
の
前

の
海
が
汚
れ
て
い
て
も
、
ど
こ
か
他
人
事
だ
っ
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
彼
の
よ

う
に
危
険
を
犯
す
こ
と
が
正
し
い
方
法
と
は
限
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
そ
の

風
景
を
「
当
た
り
前
」
と
捉
え
た
り
、
「
仕
方
な
い
」
と
諦
め
て
は
い
け
な
い
の

だ
と
気
付
い
た
。
こ
の
綺
麗
な
海
を
守
る
の
は
私
た
ち
だ
。
私
た
ち
ひ
と
り
ひ

と
り
だ
。
何
を
「
当
た
り
前
」
に
す
る
か
に
よ
っ
て
、
行
動
は
変
わ
っ
て
く
る

の
だ
と
気
付
か
さ
れ
た
。
私
は
日
本
の
綺
麗
な
海
や
山
や
川
を
ず
っ
と
ず
っ
と

こ
れ
か
ら
先
も
「
当
た
り
前
」
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
自
分
に
で
き

る
こ
と
は
、
少
し
ず
つ
で
も
行
動
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
後
、
私
は
砂
浜
に
落

ち
て
い
た
誰
か
の
花
火
や
お
菓
子
の
小
さ
な
ゴ
ミ
を
、
い
く
つ
か
拾
い
、
自
分

の
持
っ
て
い
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
た
。
今
ま
で
の
私
だ
っ
た
ら
目
に
は
入
っ

て
い
て
も
、
見
え
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
嫌
だ
な
と
思
っ
て
そ
れ
で

終
わ
り
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
け
ど
、
諦
め
る
の
は
も
う
終
わ
り
に
し

た
。
本
当
に
小
さ
な
一
歩
だ
け
れ
ど
、
未
来
の
「
当
た
り
前
」
を
作
っ
て
い
く

の
は
今
の
私
た
ち
だ
と
信
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
ひ
と
つ
ひ
と
つ
行
動
し
て
い
き

た
い
。 

  
 

画：宮内 泉（とちの実作業所） 
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■
公
益
財
団
法
人
伊
東
奬
學
会
賞 

 

「
多
摩
川
活
動
」
と
「
う
の
き
水
辺
の
楽
校
」
が
私
に
教
え
て
く
れ
た
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

遠
藤 

さ
く
ら 

私
の
通
っ
て
い
る
嶺
町
小
学
校
は
、
多
摩
川
の
目
の
前
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

休
み
時
間
に
は
、
多
摩
川
の
土
手
で
思
い
っ
き
り
遊
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
た 

「
多
摩
川
活
動
」 

と
い
う
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
摩
川
活
動
と
は
、
自
分
で
魚
を
ど
う
や
っ

て
取
る
か
？
を
自
ら
生
徒
達
が
考
え
、
実
際
に
多
摩
川
に
入
り
魚
を
取
っ
た
り
、

多
摩
川
に
生
息
し
て
い
る
動
植
物
の
観
察
な
ど
を
行
う
授
業
で
す
。 

 

私
は
、
多
摩
川
の
自
然
と
一
緒
に
学
ぶ
楽
し
さ
や
自
然
の
大
切
さ
を
知
る
こ
と

が
出
来
る
こ
の
授
業
を
、
嶺
町
小
学
校
に
し
か
出
来
な
い
素
晴
ら
し
い
活
動
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
多
摩
川
活
動
が
苦
手
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
川
は

ち
ょ
っ
と
臭
い
し
汚
い
な
と
思
っ
て
し
ま
す
か
ら
で
す
。 

 

で
も
今
回
、
第
二
回
「
お
お
た
地
球
さ
ん
ご
賞
」
作
文
・
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
ク
ー

ル
を
機
に
、
多
摩
川
活
動
＝
苦
手
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
持
ち
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
川
が
自
ら
汚
く
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
人
間
が
自
然
よ
り
も
自
分
達
の

生
活
を
優
先
し
、
川
を
汚
染
し
た
結
果
だ
か
ら
で
す
。 

 

そ
こ
で
、
な
ぜ
多
摩
川
が
汚
染
さ
れ
た
の
か
を
考
え
て
み
る
と
、
一
番
に
ポ
イ

捨
て
や
大
気
ガ
ス
、
喫
煙
が
思
い
つ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
多
摩
川
の
汚
染
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
少
し
時
を
さ
か
の
ぼ
り
、
千

九
百
五
十
年
代
に
は
本
当
に
き
れ
い
な
水
に
し
か
生
息
で
き
な
い
白
魚
や
鮎
が

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
千
九
百
六
十
年
代
に
は
高
度
経
済
成
長
の
影
響
で
工
場
用

水
や
生
活
用
水
が
き
れ
い
に
さ
れ
ず
に
そ
の
ま
ま
多
摩
川
に
流
さ
れ
て
い
た
の

で
、
川
が
汚
染
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
、
下
水
処
理
場
が
で
き
、
長
い
月
日
を
経
て
、
私
達
が
多
摩
川
活
動
を

出
来
る
く
ら
い
ま
で
の
き
れ
い
な
川
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
実
際
、
今
、
私
が
授

業
で
入
っ
て
い
る
多
摩
川
で
は
、
ヌ
マ
チ
チ
ブ
や
エ
ビ
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

き
れ
い
な
水
草
も
生
息
し
て
い
て
、
水
に
透
明
度
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
状
態
を
維

持
し
な
く
て
は
い
け
な
い
し
、
で
き
れ
ば
白
魚
が
ま
た
生
息
で
き
る
よ
う
な
状
態

に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
多
摩
川
活
動
に
は
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
「
う
の
き
水
辺
の
楽
校
」 

と
い
う
団
体
の
方
が
お
手
伝
い
に
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
団
体
は
、
子
供
達

の
自
然
体
験
や
交
流
を
通
し
て
、
多
摩
川
に
お
け
る
良
好
な
水
辺
環
境
づ
く
り
や

自
主
的
・
主
体
的
な
環
境
教
育
を
目
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
団
体

の
方
々
か
ら
、
魚
を
観
察
す
る
時
は
観
察
す
る
用
の
水
槽
に
水
と
食
塩
を
入
れ
て
、

川
に
返
す
ま
で
に
死
な
せ
な
い
よ
う
に
す
る
工
夫
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

多
摩
川
活
動
を
通
し
て
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
方
々
が
い
る
こ
と
を

知
り
、
私
の
大
き
な
学
び
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
私
が
今
思
う
こ
と
は
、
一
人

一
人
の
気
づ
き
や
心
が
け
が
き
れ
い
な
多
摩
川
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
今
、
私
が
す
ぐ
で
き
る
こ
と
も
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
こ
の
作
文
を
よ
り
多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
き
、
多
摩
川
の
き
れ
い
な
環

境
を
保
つ
こ
と
や
、
そ
の
環
境
を
保
つ
た
め
に
活
動
し
て
い
る
方
が
い
る
こ
と
を

多
く
の
人
に
伝
え
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
今
後
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
し
て
情

報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。 

 
 

画：領家 ゆきこ（とちの実作業所） 

画：内海 正（とちの実作業所） 
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■
公
益
財
団
法
人
大
田
区
文
化
振
興
協
会
賞 

 
 
 
 

失
い
た
く
な
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
P
.
N.

プ
ラ
ン
ク
ト
ン 

 

突
然
だ
が
、
私
は
旅
行
が
大
好
き
だ
。
自
分
が
行
っ
た
こ
と
の
な
い
場
所
や

遠
い
場
所
、
そ
し
て
美
し
い
自
然
が
あ
る
場
所
。
美
し
い
自
然
が
あ
る
場
所

は
、
何
度
行
っ
て
も
飽
き
な
い
。
緑
り
が
豊
か
で
、
都
会
と
か
と
違
っ
て
空
気

や
水
が
澄
ん
で
い
る
。
何
度
も
同
じ
場
所
に
行
っ
て
い
る
と
あ
る
こ
と
に
気
が

付
く
。
前
と
風
景
が
変
わ
っ
て
い
る
。 

 

私
は
、
箱
根
湯
本
や
、
八
ヶ
岳
な
ど
の
自
然
が
多
い
場
所
に
旅
行
す
る
こ
と

が
多
い
。
あ
る
日
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
家
族
と
旅
行
に
行
っ
た
時
、
ふ
と
、

気
が
付
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
以
前
と
光
景
が
違
う
の
だ
。
以
前
、
ゆ
る
や
か

で
魚
な
ど
が
泳
い
で
い
た
川
が
、
川
幅
が
狭
く
な
っ
て
段
差
の
せ
い
で
川
の
流

れ
が
急
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
以
前
ま
で
あ
っ
た
森
や
林

が
切
り
開
か
れ
て
レ
ジ
ャ
ー
施
設
に
な
っ
て
い
る
場
所
や
、
前
ま
で
き
れ
い
な

場
所
に
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ゴ
ミ
が
こ
ろ
が
っ
て
い
た
り
と
い
ろ
い
ろ
風
景
が
変

わ
っ
て
い
た
。
後
で
親
に
聞
い
た
話
だ
と
、
外
国
人
観
光
客
の
た
め
に
レ
ジ
ャ

ー
施
設
を
増
や
し
た
そ
う
だ
。
前
ま
で
遊
ん
で
い
た
川
も
遊
べ
な
く
な
っ
て
、

散
歩
も
ゴ
ミ
が
こ
ろ
が
っ
て
い
る
道
を
歩
い
て
、
き
れ
い
な
緑
を
あ
ま
り
見
ら

れ
な
く
な
る
の
だ
な
と
、
思
い
出
の
場
所
が
少
し
な
く
な
っ
た
こ
と
で
少
し
悲

し
く
な
っ
た
。
自
分
が
失
う
と
思
わ
な
か
っ
た
も
の
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
気

づ
い
た
か
ら
。
木
や
花
や
草
な
ど
の
緑
が
消
え
て
い
っ
て
、
そ
の
変
わ
り
に
、

人
工
物
や
自
然
発
生
し
て
い
な
い
ゴ
ミ
、
人
の
影
が
増
え
て
い
く
。
自
然
へ
の

同
情
心
と
罪
悪
感
が
込
み
上
が
っ
て
き
た
そ
の
時
の
私
は
、
心
の
中
で
自
然
に

対
し
て
の
謝
罪
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
時
の
自
分
は
、
あ
る
も
の
だ
と
思

っ
て
い
た
物
が
な
く
な
っ
た
シ
ョ
ッ
ク
で
何
も
行
動
を
お
こ
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
の
時
の
旅
行
中
は
、
表
向
き
に
は
楽
し
ん
で
い
た
が
、
裏
で
は
こ

の
同
情
心
と
罪
悪
感
を
抱
え
な
が
ら
こ
の
旅
行
を
す
ご
し
た
。
自
分
が
大
好
き

な
旅
行
が
こ
ん
な
楽
し
く
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
が
初
め
て
の
体
験
だ
っ

た
。
私
は
も
う
こ
う
い
う
楽
し
く
な
い
旅
行
は
こ
れ
が
最
初
で
最
後
に
し
た
い

と
改
め
て
思
い
、
こ
の
時
の
旅
行
は
、
以
前
ま
で
鳴
い
て
い
た
蝉
の
鳴
き
声
が

あ
ま
り
聞
こ
え
な
か
っ
た
。 

 

で
も
、
今
の
私
は
あ
の
項
の
私
と
は
違
う
。
今
の
私
は
、
少
し
だ
が
行
動
を

お
こ
せ
る
自
分
に
な
っ
て
い
る
か
ら
。
自
然
や
命
を
大
切
に
し
て
生
活
す
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
る
。
ポ
イ
捨
て
は
し
な
い
、
ゴ
ミ
を
見
つ
け
た
ら
捨
て
ら
れ

る
場
所
に
捨
て
る
、
食
べ
ら
れ
る
物
は
ち
ゃ
ん
と
全
部
食
べ
て
食
べ
物
を
な
る

べ
く
残
さ
な
い
、
再
利
用
で
き
る
物
は
再
利
用
す
る
な
ど
、
自
分
な
り
に
頑
張

っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
ま
た
旅
行
に
行
っ
た
時
も
し
か
し
た
ら
も
っ
と
他
の

時
に
ま
た
、
あ
の
項
と
同
じ
体
験
を
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
私
に
未
来

は
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
時
行
動
で 

き
な
く
て
も
い
つ
か
絶
対
に
行
動 

し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
も
ち
ろ
ん 

私
一
人
で
は
こ
の
問
題
を
解
決
す 

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
誰
か
一 

人
で
も
行
動
を
お
こ
せ
ば
変
わ
る 

も
の
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
私 

は
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
、
大
切
な 

物
を
失
わ
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て 

生
き
て
い
こ
う
と
私
は
思
っ
た
。 

 
 

画：山田 一広（とちの実作業所） 
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■
荏
原
製
作
所
賞 

 
 
 

二
酸
化
炭
素
と
交
通 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
瀨 

元 

 

私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
鉄
道
が
好
き
だ
。
特
に
好
き
な
の
は
路
面
電
車
と
夜

行
列
車
。 

 

し
か
し
、
現
在
で
は
ど
ち
ら
も
「
絶
滅
危
惧
種
」
と
い
っ
て
も
差
支
え
な
い

よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。 

 

で
は
な
ぜ
、
路
面
電
車
は
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
の
か
。 

 

路
面
電
車
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ご
ろ
よ
り
始
ま
っ
た
自
家
用
車
の
急
速

な
普
及
、
い
わ
ゆ
る
「
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
状
況
に

追
い
や
ら
れ
た
。 

 

一
方
の
夜
行
列
車
は
、
新
幹
線
や
航
空
機
の
普
及
、
高
速
バ
ス
の
台
頭
に
よ

り
廃
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。 

 

一
見
な
ん
の
関
係
も
な
さ
そ
う
な
路
面
電
車
と
夜
行
列
車
の
廃
止
理
由
だ

が
、
実
は
大
き
な
共
通
点
が
あ
る
。 

 

そ
れ
は
ど
ち
ら
も
、
自
動
車
の
普
及
が
理
由
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。 

 

自
家
用
車
と
高
速
夜
行
バ
ス
の
違
い
は
あ
れ
ど
、
自
動
車
の
普
及
に
よ
り
、

シ
ェ
ア
を
奪
わ
れ
、
廃
止
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
の
だ
。 

 

自
動
車
と
は
便
利
な
も
の
で
あ
る
。
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
し
か
行
け
な
い
鉄

道
と
比
べ
て
、
自
分
行
き
た
い
場
所
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
行
け
る
。
鉄
道
の
な

い
場
所
に
も
行
け
る
し
、
鉄
道
の
な
い
時
間
に
も
行
け
る
。 

 

実
際
に
使
っ
て
い
て
便
利
と
感
じ
る
こ
と
は
多
い
。 

 

だ
が
、
大
切
な
も
の
を
見
落
と
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
、
鉄
道
は
他
の
交
通
手
段
と
比
べ
、
環
境
に
与
え

る
負
担
は
少
な
い
。 

 

二
〇
一
九
年
に
国
土
交
通
省
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
自
家
用
車
は
鉄
道

の
７
倍
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
。 

 

便
利
さ
を
求
め
る
あ
ま
り
、
支
払
う
代
償
を
軽
視
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う

か
。
代
償
と
は
環
境
へ
の
負
荷
で
あ
る
。 

様
々
な
側
面
か
ら
環
境
の
保
全
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
事
態
を
見
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

前
々
か
ら
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
ま
っ
た
く
動
き
を
見
せ
な

い
。 

 

し
か
し
、
近
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
改
善
の
動
き
が
見
え
て
き
た
。
宇
都

宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
開
業
で
あ
る
。 

 

栃
木
県
の
宇
都
宮
に
で
き
た
、
七
十
五
年
ぶ
り
の
新
し
い
路
面
電
車
路
線
で

あ
る
。 

 

も
と
も
と
は
、
交
通
を
便
利
に
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
市
の

廃
棄
物
発
電
の
電
力
の
提
供
を
受 

け
る
な
ど
、
環
境
保
全
に
も
貢
献 

し
て
い
る
。 

 

開
業
一
年
を
迎
え
る
が
、
成
功 

と
い
え
る
成
果
を
出
し
て
い
る
よ 

う
だ
。 

 

ど
ち
ら
か
を
滅
す
の
で
は
な
く
、 

手
を
取
り
合
っ
た
環
境
に
や
さ
し 

い
交
通
シ
ス
テ
ム
を
築
い
て
ほ
し 

い
。 

画：三浦 真（とちの実作業所） 
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■
奨
励
賞
（
小
学
生
の
部
） 

呑
川
か
ら
考
え
る
海
洋
汚
染 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

白
谷 

絢
子 

 

私
が
通
っ
て
い
る
学
校
の
目
の
前
に
は
、
呑
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
雨
が
降
る

と
、
に
ご
っ
た
り
臭
く
な
っ
た
り
し
て
、
正
直
き
れ
い
と
は
言
え
な
い
川
で
す
。

私
は
、
三
年
生
の
時
に
総
合
の
授
業
で
、
そ
ん
な
呑
川
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
は
、
実
際
に
呑
川
沿
い
を
歩
き
ま
し
た
。
私
が
よ
く
見
る
蒲
田
駅
の

近
く
の
呑
川
は
、
い
つ
も
に
ご
っ
て
い
る
汚
い
川
だ
け
れ
ど
、
少
し
さ
か
の
ぼ
っ

て
い
く
と
、
と
て
も
き
れ
い
で
白
鷺
や
か
も
が
い
て
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
同

時
に
、
私
が
よ
く
見
る
汚
い
呑
川
も
同
じ
よ
う
に
き
れ
い
に
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。 

 

私
は
呑
川
に
よ
く
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
ご
み
が
流
れ
て
い
る
の
を
見
か
け

ま
す
。
こ
ん
な
風
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
は
海
に
流
さ
れ
て
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
身
近
な
こ
と
が
、
最
近
問
題
に
な
っ
て
い

る
「
海
洋
汚
染
」
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
世
界
中
の
海
に
は
一
億
五
千
万
ト
ン

以
上
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
蓄
積
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
海
の

生
き
物
た
ち
が
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
食
べ
た
り
、
漁
網
に
引
っ
か
か
っ
て
動
け
な
く

な
っ
た
り
す
る
の
で
す
。
ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
食
べ
た
魚
を
食
べ

る
と
、
人
間
に
も
被
害
が
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
海
の
ご
み
の
約

七
割
は
、
川
か
ら
流
れ
て
き
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
呑
川
で
捨
て
ら
れ

た
ご
み
も
、
海
洋
汚
染
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
海
で
は

魚
よ
り
ご
み
の
方
が
多
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、

ご
み
に
あ
ふ
れ
返
っ
た
海
を
見
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
川
か
ら
き

れ
い
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

呑
川
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
し
て
い
ま
す
。
私
は
よ
く
、
呑
川
に
、
ご
み

を
せ
き
と
め
て
い
る
オ
レ
ン
ジ
色
の
仕
切
り
の
よ
う
な
も
の
を
、
見
か
け
ま
す
。

ず
っ
と
あ
の
ま
ま
な
の
だ
ろ
う
か
、
と
思
っ
た
り
し
ま
す
が
、
清
掃
を
行
っ
て
い

る
と
授
業
で
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
川
の
酸
素
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
、
高
濃

度
酸
素
水
を
入
れ
て
い
る
機
械
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
な
か
な
か
呑
川
が
き

れ
い
に
な
ら
な
い
の
は
、
雨
が
降
る
と
下
水
処
理
場
が
限
度
を
こ
え
て
、
生
活
排

水
を
流
し
て
い
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
が
、
私
は
一
人
一
人
の
意
識
も
理
由
の
一

つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
母
は
、
た
ま
に
布
団
や
自
転
車
が
落
ち
て
い
る
の

を
見
る
、
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
初
め
て
聞
い
た
と
き
、
と
て
も
驚

い
た
し
、
川
に
そ
ん
な
も
の
を
捨
て
る
の
か
と
、
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
し
た
。 

 

私
は
、
み
ん
な
が
川
だ
け
で
な
く
道
路
な
ど
に
も
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う
に

し
よ
う
、
と
心
が
け
れ
ば
、
呑
川
は
、
段
々
き
れ
い
に
な
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ポ
イ
捨
て
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
や
、
川
で
の
清
掃
活

動
を
、
教
え
た
り
伝
え
た
り
す
る
場
を
つ
く
る
の
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
み
ん
な
の
心
が
け
が
少
し
で
も
海
洋
汚
染
を
防
ぎ
、
き
れ
い
で
豊
か

な
海
に
戻
る
と
い
い
な
と
、
思
っ
て
い
ま
す
。 
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み
ん
な
に
伝
え
た
い
、
海
の
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

佐
藤 

那
帆 

 

私
は
こ
の
夏
、
お
気
に
入
り
の
も
の
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
レ
ジ
ン
で
作

っ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
で
す
。
こ
れ
は
、
た
だ
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
で
は
な
く
、
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
破
片
を
中
に
入
れ
て
作
っ
た
も
の
で
す
。 

 

私
は
、
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
川
上
仁
美
さ
ん
の
ア
ク
セ

サ
リ
ー
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。 

「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
色
が
あ
る
ん
だ
。
」 

私
は
机
の
上
の
容
器
に
入
っ
て
い
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
見
て
、
そ
う
思
い

ま
し
た
。
赤
や
青
、
緑
な
ど
、
全
部
で
十
し
ゅ
る
い
の
色
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
が

あ
り
、
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
緑
色
の
破
片
は
、
も
と
も
と
ス
ー
パ
ー
の
か
ご

な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
か
っ
こ
よ
く
て
、
大
人
っ
ぽ
い
感
じ

に
し
た
い
と
思
い
、
灰
色
に
少
し
白
色
を
ま
ぜ
て
作
り
ま
し
た
。
完
成
し
て
か
ら
、

お
母
さ
ん
も
、 

「
こ
ん
な
に
か
わ
い
く
で
き
る
ん
だ
ね
。」 

と
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。
作
り
終
わ
っ
て
か
ら
、
し
ょ
う
か
い
コ
ー
ナ
ー
に
あ
っ

た
本
を
、
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
読
み
ま
し
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
を
食
べ

て
、
体
調
を
く
ず
し
て
し
ま
っ
た
鳥
の
絵
本
で
す
。
他
に
も
、
エ
サ
と
ま
ち
が
え

て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
食
べ
て
し
ま
う
動
物
の
本
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
、

そ
ん
な
に
ひ
が
い
が
多
い
の
だ
と
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。 

 

八
月
に
な
り
、
宮
崎
県
へ
の
旅
行
中
に
「
毒
モ
ン
ス
タ
ー
水
族
館
」
へ
行
き
ま

し
た
。
そ
こ
に
も
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
展
示
が
あ
り
ま
し
た
。
た
っ
た

一
本
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
捨
て
る
だ
け
で
、
海
の
生
き
物
に
と
っ
て
、
悪
い
こ
と

が
れ
ん
さ
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
く
わ
し
く
知
り
た
く
て
、
旅
行
か
ら
帰

っ
て
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
神
奈
川
県

の
ニ
ュ
ー
ス
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
シ
ロ
ナ
ガ
ス
ク

ジ
ラ
の
胃
の
中
か
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
見
つ
か
っ
た
そ
う
で
す
。
私
は
、
す
ぐ

近
く
の
県
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
こ
と
に
、
と
て
も
お
ど
ろ
き
ま

し
た
。 

 

海
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
な
く
な
れ
ば
、
ど
ん
な
世
界
に
な
る
で
し
ょ
う

か
。
海
の
生
き
物
た
ち
が
苦
し
ま
な
く
て
す
む
世
界
に
な
る
は
ず
で
す
。
早
く
、

そ
う
い
う
世
界
に
し
た
い
で
す
。
私
は
、
海
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
へ
ら
す
た

め
に
、
ポ
イ
捨
て
を
絶
対
に
し
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
い
で
す
。

海
で
捨
て
て
い
な
い
か
ら
関
係
な
い
の
で
は
な
く
、
雨
や
風
で
飛
ば
さ
れ
る
と
、

海
ま
で
た
ど
り
着
い
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
私
は
、
ポ
イ
捨
て
を
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
絶
対
に
し
ま
せ
ん
。
私
が
こ
れ
か
ら
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
は
、
地
い
き
の
ご
み
ひ
ろ
い
に
参
加
す
る
こ
と
で
す
。
一
年
生

の
時
に
も
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
今
の
方
が
ご
み
ひ
ろ
い
に
対
す

る
気
持
ち
が
強
い
で
す
。
ご
み
を
き
ち
ん
と
収
集
し
て
、
再
利
用
で
き
る
も
の
は

分
別
す
れ
ば
、
海
の
生
き
物
た
ち
が
過
ご
し
や
す
く
な
る
は
ず
で
す
。
ご
み
ひ
ろ

い
の
時
に
地
域
の
人
に
会
っ
た
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
こ
と
を
話
し
て
、
知

っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。 
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わ
た
し
た
ち
の
ど
力
で
決
ま
る
地
球 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仙
頭 

秀
駿 

一
学
期
の
終
業
式
の
と
き
、
副
校
長
先
生
が
夏
休
み
の
間
に
体
育
館
に
設
置

さ
れ
て
い
る
電
球
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
交
か
ん
す
る
工
事
が
行
わ
れ
る
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
話
を
聞
い
た
と
き
、
な
ぜ
、
ま
だ
使
え
る
電
球
を
わ
ざ
わ
ざ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
か
ん
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
ぼ
く
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
は
何
か
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
「
Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ 
Ｅ
ｍ
ｉ
ｔ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｄ
ｉ
ｏ
ｄ
ｅ
」
の

頭
文
字
を
取
っ
た
省
り
ゃ
く
語
で
す
。
ふ
つ
う
の
電
球
の
消
費
電
力
が
約
六
十

Ｗ
な
の
に
対
し
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
約
十
Ｗ
と
使
用
す
る
電
力
に
か
な
り
の
差
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
は
火
力
発
電
所
が
多
い
た
め
、
発
電
を
す
る
の
に
石
炭

や
天
然
ガ
ス
を
消
費
し
て
し
ま
い
、
二
酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら

地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
し
ま
う
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
ふ
つ
う
の
電
球
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
す
る
こ
と
で
電
力
の
消
費
が
少
な
く
な
り
、
地
球
温
暖
化
を
お
く
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
ふ
つ
う
の
電
球
は
一
年
く
ら
い
で
使
え
な
く

な
り
ま
す
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
な
ん
と
十
年
く
ら
い
使
え
る
そ
う
で
す
。
そ
の
た

め
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
す
る
こ
と
で
電
球
の
ゴ
ミ
を
十
分
の
一
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
体
育
館
の
電
球
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
か
え
る
こ
と

は
、
と
て
も
地
球
に
や
さ
し
い
こ
と
な
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
を
使
っ
て
も
二
さ
ん
化
た
ん
そ
が
出
る
と
い
う
事
実

は
変
わ
ら
な
い
た
め
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
か
ん
し
た
だ
け
で
は
、
地
球
温
暖
化
を
完

全
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
か
ん
す
る
以
外
で
、
地
球
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
は
無
い
の
で
し
ょ
う
か
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
と
て
も
エ
コ
な
電
球
で

す
が
、
電
気
を
点
け
た
ま
ま
に
し
て
い
る
と
電
力
は
消
費
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ぼ
く
は
使
わ
な
い
電
気
を
積
極
的
に
消
す
こ
と
で
、「
む

だ
」
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
な
け
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
。
地
球
の
た
め
に
こ
ま
め
に
電
気
を
消
す
と
聞
く
と
、
み
な
さ
ん
は
そ
ん
な

小
さ
な
こ
と
で
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
一
人
一
人
が
小
さ
な
「
む
だ
」
を
減
ら
す
こ
と
が
、
や
が
て
大
き
な
成

果
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
電
球
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
か

ん
す
る
こ
と
は
、
お
金
が
か
か
る
の
で
だ
れ
で
も
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
使
わ
な
い
電
気
を
消
す
こ
と
は
だ
れ
に
で
も
、
か
ん
単
に
で
き
ま
す
。 

 

「
体
育
館
の
電
球
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
す
る
」
と
い
う
話
は
、
ぼ
く
に
地
球
の
こ
と

を
考
え
る
き
っ
か
け
を
く
れ
た
だ
け
で
な
く
、
今
あ
る
地
球
を
未
来
に
残
す
た

め
に
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
必
要
な
こ
と
を
や
る
べ
き
で
あ
る
こ

と
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
小
さ
な
行
動
か
ら
始
め

て
い
き
ま
す
。 
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大
好
き
な
多
摩
川 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
林 

真
弓 

わ
た
し
は
、
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
生
き
物
が
自
由
に
く
ら
し
て
い
る
多

摩
川
が
好
き
で
す
。
多
摩
川
に
は
大
き
な
テ
ナ
ガ
エ
ビ
や
、
小
魚
、
か
わ
い
い
鳥

な
ど
が
い
ま
す
。
わ
た
し
は
、
鳥
の
中
で
一
番
好
き
な
の
は
コ
サ
ギ
で
す
。
真
っ

白
で
羽
を
広
げ
る
と
大
き
く
て
、
き
れ
い
で
す
。
わ
た
し
が
見
た
時
は
、
真
上
を

通
っ
て
い
っ
て
、
船
の
上
に
止
ま
り
ま
し
た
。
白
鳥
か
と
思
っ
て
お
母
さ
ん
に
聞

い
て
み
る
と
、
「
サ
ギ
か
も
し
れ
な
い
ね
。
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

水
に
い
る
生
き
物
で
好
き
な
の
は
、
テ
ナ
ガ
エ
ビ
で
す
。
こ
の
エ
ビ
は
、
友
達

が
つ
か
ま
え
て
学
校
で
飼
っ
て
い
る
エ
ビ
で
す
。
テ
ナ
ガ
エ
ビ
は
、
ハ
サ
ミ
が
す

ご
く
長
く
て
、
体
も
大
き
い
で
す
。
も
し
自
分
が
小
魚
だ
っ
た
ら
、
こ
の
エ
ビ
に

は
負
け
て
し
ま
う
な
・
・
・
と
思
う
で
し
ょ
う
。
川
で
見
た
エ
ビ
の
中
で
も
一
番

と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
大
き
な
ハ
サ
ミ
で
し
た
。
わ
た
し
は
、
小
さ
な
ス
ジ
エ
ビ
な

ら
つ
か
ま
え
た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
十
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
近
く
あ
る
テ

ナ
ガ
エ
ビ
は
他
で
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
友
達
が
先
生
に
見
せ
に
き
た

時
に
は
、
す
ご
く
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。 

小
魚
も
大
好
き
で
す
。
多
摩
川
に
は
、
ハ
ゼ
、
ア
ユ
な
ど
の
魚
が
い
ま
す
。
魚

を
つ
か
ま
え
る
の
は
た
い
へ
ん
で
、
見
つ
け
て
も
す
ぐ
に
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
せ
っ
か
く
つ
か
ま
え
て
も
、
水
そ
う
で
か
っ
て
い
る
と
一
日
で
死
ん
で
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
先
生
に
わ
け
を
聞
く
と
「
小
魚
は
、
あ
み
で
つ
か
ま
え

た
時
に
う
ろ
こ
が
き
ず
つ
い
て
し
ま
っ
て
、
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
よ
。
」

と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
魚
を
つ
か
ま
え
る
時
は
、
き
ず
つ
け
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
ス
ジ
エ
ビ
は
、
い
つ
も
は
つ
か
ま
え
る
と

す
ぐ
に
死
ん
で
し
ま
う
の
で
す
が
、
最
近
は
長
生
き
し
て
い
る
の
で
う
れ
し
い

で
す
。 

わ
た
し
は
、
学
校
の
ビ
オ
ト
ー
プ
に
や
っ
て
き
た
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
た
ま
ご
か

ら
か
え
っ
た
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
育
て
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
オ

タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
も
、
急
に
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
時
も
、
死
ん
で
し
ま
っ

た
理
由
を
考
え
ま
し
た
。
空
気
、
え
さ
、
水
そ
う
の
広
さ
、
何
が
原
因
な
の
か
を

色
々
と
考
え
ま
し
た
。
色
々
と
、
調
べ
る
中
で
、
そ
の
時
は
、「
空
気
」
な
の
か

も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
他
の
友
達
に
聞
い
て
み
る
と
共
食
い
を
す
る

こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。 

自
然
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
す
て
き
な
多
摩
川
で
す
が
、
川
に
は
ご
み
が
落
ち

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
小
さ
な
ご
み
は
、
多
摩
川
に
住
ん
で
い
る
魚
た
ち
が

食
べ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
て
危
険
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
は
生
き
物
の

体
に
か
ら
ま
っ
て
し
ま
う
危
険
も
あ
り
、
魚
た
ち
が
苦
し
ん
で
し
ま
う
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
人
間
が
生
き
物
を
苦
し
め
て
い
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
ぜ
っ

た
い
に
物
を
捨
て
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
は
、
多
摩
川
を
も
っ
と

き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、
遊
び
に
行
く
時
は
ご
み
ぶ
く
ろ
を
持
っ
て
い
っ
た
り
、

川
に
落
ち
て
い
る
ご
み
を
ひ
ろ
っ
た
り
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
自
分
だ
け
努
力

し
て
も
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
他
の
人
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
。 
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ぼ
く
た
ち
が
目
指
す
未
来
の
多
摩
川 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
井 

誓
彦 

 

ぼ
く
は
、
多
摩
川
に
た
く
さ
ん
生
き
物
が
い
る
こ
と
が
大
好
き
で
、
虫
や
魚
を

よ
く
つ
か
ま
え
に
行
っ
て
い
ま
す
。
近
所
に
六
郷
水
門
と
い
う
生
き
物
が
た
く

さ
ん
集
ま
っ
て
い
る
場
所
が
あ
る
の
で
、
よ
く
出
か
け
て
い
ま
す
。
あ
み
で
す
く

っ
て
生
き
物
を
つ
か
ま
え
る
と
、
教
室
に
育
て
る
た
め
の
水
そ
う
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、
そ
こ
に
放
っ
て
観
察
し
た
り
、
え
さ
や
り
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

す
ご
く
楽
し
く
て
、
毎
日
登
校
す
る
た
び
に
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
育
て
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
か
ま
え
た
よ
く
日

に
水
そ
う
に
入
っ
て
い
る
生
き
物
を
の
ぞ
く
と
、
二
匹
の
テ
ナ
ガ
エ
ビ
以
外
は

死
ん
で
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
水
の
種
類
が
ち
が
う
か
ら
生
き
ら
れ
な
い
の
か
、

ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
。 

 

多
摩
川
に
は
、
人
間
の
知
ら
な
い
所
で
、
た
く
さ
ん
の
生
き
物
が
く
ら
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
本
で
多
摩
川
の
こ
と
も
調
べ
ま
し
た
。
上

流
や
中
流
に
も
、
ペ
ー
ジ
が
う
ま
る
ほ
ど
つ
か
ま
え
て
み
た
い
魚
や
虫
が
い
ま

し
た
。
そ
の
生
き
物
た
ち
全
部
に
よ
っ
て
多
摩
川
で
命
が
生
ま
れ
、
ひ
そ
か
に
数

千
匹
・
数
万
匹
生
き
ら
れ
る
と
い
い
で
す
。 

 

じ
ゅ
ぎ
ょ
う
で
は
、
昔
の
多
摩
川
は
せ
ん
ざ
い
を
流
し
た
り
、
ト
イ
レ
の
水
も

流
し
た
り
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
想
像
す
る
だ
け
で
苦
し
か
っ
た

け
れ
ど
も
、
時
が
た
つ
に
つ
れ
て
人
々
が
川
を
大
切
に
し
始
め
た
こ
と
が
分
か

っ
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
ま
だ
川
は
よ
ご
れ
て
い
ま
す
。
魚
を

と
ろ
う
と
し
た
時
に
、
あ
み
を
水
の
中
に
入
れ
て
も
ち
上
げ
る
だ
け
で
ど
ろ
が

つ
き
、
小
さ
い
あ
み
の
中
で
も
魚
が
見
え
な
く
て
た
い
へ
ん
で
し
た
。
場
所
を
変

え
て
カ
ニ
を
と
り
に
行
っ
て
も
、
く
つ
を
川
に
入
れ
た
だ
け
で
し
ず
む
よ
う
な

気
も
し
ま
し
た
。
多
摩
川
は
、
も
っ
と
き
れ
い
に
で
き
る
と
ぼ
く
は
思
い
ま
し
た
。 

 
 

 

ぼ
く
た
ち
子
ど
も
で
も
、
自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
も
つ
の
は
当
然
の
こ
と

と
し
て
考
え
、
ご
み
を
出
さ
な
い
た
め
に
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク

ル
の
声
を
か
け
た
り
、
ご
み
拾
い
を
し
た
り
す
る
の
が
、
ぼ
く
た
ち
子
ど
も
の
ベ

ス
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
今
は
、
ア
ユ
が
帰
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
聞
き
ま
す
。

喜
ぶ
の
も
い
い
で
す
が
、
よ
い
状
態
を
た
も
ち
続
け
、
生
き
物
た
ち
を
大
切
に
す

る
心
を
も
つ
こ
と
が
今
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

多
摩
川
に
は
、
外
来
種
も
い
る
と
知
り
ま
し
た
。
ま
だ
外
来
種
を
知
ら
な
い
時

に
多
摩
川
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
耳
が
赤
い
カ
メ
を
見
つ
け

て
、
か
わ
い
い
と
い
う
気
持
ち
が
出
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
外
来
種
に
つ
い
て

調
べ
る
と
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
だ
と
分
か
り
、
ぎ
問
が
出
て
き
ま
し
た
。

な
ぜ
、
こ
ん
な
に
か
わ
い
い
生
き
物
を
捨
て
る
の
か
、
い
や
、
そ
れ
以
前
の
問
題

と
し
て
外
来
種
を
こ
ろ
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
か
。
人
間
の
せ
い
だ
と
思
う
の

に
、
す
ご
く
不
思
議
に
な
り
ま
し
た
。 

 

多
摩
川
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
く
と
、
家
よ
り
も
気
持
ち
よ
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

生
き
物
を
と
っ
た
り
、
育
て
た
り
、
こ
こ
ま
で
好
き
に
な
っ
た
り
し
た
の
も
多
摩

川
の
お
か
げ
で
す
。
も
っ
と
き
れ
い
に
し
て
、
生
き
物
を
ふ
や
せ
る
と
思
う
の
で
、

未
来
の
多
摩
川
が
楽
し
み
で
す
。 
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明
る
い
未
来
に
向
か
っ
て 

加
藤 

紗
永 

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
聞
い
た
の
は
、
ど
の
く
ら
い
前
の
こ

と
な
の
だ
ろ
う
。
最
近
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
。
今
で
は
バ
ラ
エ

テ
ィ
番
組
で
も
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
の
特

集
を
た
ま
た
ま
テ
レ
ビ
で
見
た
と
き
、
私
の
中
で
ふ
と
疑
問
が
生
ま
れ
た
。 

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
達
成
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
」 

 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
を
表
す
略
称
の
こ
と
で
あ

る
。
簡
単
に
言
う
と
、
世
界
中
の
問
題
を
世
界
の
み
ん
な
で
協
力
し
て
二
〇
三

〇
年
ま
で
に
解
決
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
こ
で
気
に
な
っ
た
の
が
、

「
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
」
と
い
う
部
分
だ
。
二
〇
三
〇
年
。
現
在
か
ら
約
六
年

後
。
今
か
ら
の
六
年
で
、
ど
ん
な
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
だ
ろ
う
。

た
く
さ
ん
の
疑
問
が
生
ま
れ
て
居
て
も
立
っ
て
も
居
ら
れ
な
く
な
っ
た
私
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
十
三
の
目
標
、「
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を
」
に
焦
点
を
お

い
て
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。 

 

ま
ず
調
べ
て
驚
い
た
の
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
二
〇
一
五
年
、
今
か
ら
約
九
年
前

の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
私
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
言
葉
を

最
初
に
耳
に
し
た
の
は
二
〇
一
九
年
の
こ
と
だ
。
企
業
な
ど
か
ら
注
目
さ
れ
始

め
た
の
も
最
近
で
、
二
〇
一
八
年
頃
の
こ
と
ら
し
い
。
誕
生
か
ら
約
四
年
。
そ

れ
ま
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
私
自
身
に
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
世
間

に
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
も
驚
い
た
。 

 

ま
た
、
地
球
上
の
気
候
変
動
に
つ
い
て
調
べ
て
、
地
球
の
気
温
が
一
八
八
〇

年
か
ら
の
約
百
三
十
年
の
間
で
〇
．
八
五
度
も
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

学
ん
だ
。
最
初
は
〇
．
八
五
度
し
か
、
と
感
じ
た
が
、
こ
の
〇
．
八
五
度
の
変

化
に
よ
り
、
海
面
の
上
昇
や
生
態
系
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
知
っ
た
。
特

に
、
世
界
平
均
海
面
水
位
は
一
九
〇
二
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
の
百
八
年
間
で
十

九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
上
昇
し
て
い
る
そ
う
だ
。
気
候
変
動
や
温
暖
化
が
進
む

と
、
現
在
の
よ
う
な
生
活
が
で
き
な
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。 

 

こ
れ
ら
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
調
べ
て
、
再
度
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
達
成

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
た
。
色
々
な
サ
イ
ト
を
見
て
、
多
く
の
国
や
企

業
が
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
ら
の
取
り
組

み
だ
け
で
解
決
の
で
き
る
こ
と
な
の
か
。
確
か
に
変
化
し
て
き
て
い
る
し
、
良

い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
部
分
も
多
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
国
や
企
業
が
や
っ

て
く
れ
て
い
る
か
ら
、
で
済
ま
す
こ
と
の
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。
誰

か
が
や
っ
て
く
れ
る
、
で
は
な
く
、
自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
行
動
を
起
こ

す
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
の
か
。
そ
の
考
え
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
、

そ
う
考
え
た
。 

 

環
境
に
つ
い
て
の
問
題
は
規
模
が
大
き
い
た
め
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
限

ら
れ
て
く
る
と
思
う
。
で
も
、
だ
か
ら
こ
そ
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
変
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
と
思
う
。
環
境
問
題
は
他
人
事
で
は
な
い
。
い
つ

か
自
分
に
返
っ
て
く
る
こ
と
だ
。
ま
ず
は
自
分
か
ら
、
些
細
な
こ
と
で
も
行
動

し
て
い
こ
う
。
い
つ
か
の
未
来
が
少
し
で
も
明
る
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
。 
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山
の
中
で
感
じ
た
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
岡 

治
子 

夏
の
東
京
は
本
当
に
暑
い
。
そ
れ
は
建
物
や
自
動
車
の
交
通
量
が
多
い
か
ら

だ
。
建
物
が
多
い
分
、
緑
地
面
積
が
少
な
く
な
り
、
風
通
し
が
悪
く
な
る
。
ま

た
、
地
表
面
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
整
備
さ
れ
、
建
物
や
工
場
、
自
動
車
か
ら
の

排
熱
も
あ
っ
て
、
東
京
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
部
は
、
い
わ
ゆ
る
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
現
象
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
昨
年
の
夏
に
訪
れ
た
、
尾
瀬
の
燧
ケ
岳
は
、
見
渡
す
限
り
自
然
し

か
な
く
、
涼
し
い
風
が
吹
い
て
い
た
。
素
敵
な
場
所
だ
と
思
っ
た
。
木
々
の
中

に
続
く
土
の
小
径
と
、
時
折
現
れ
る
木
道
や
木
製
の
ベ
ン
チ
だ
け
。
コ
ン
ク
リ

ー
ト
や
電
柱
、
高
い
建
物
な
ど
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。 

 

燧
ケ
岳
は
、
東
北
や
北
海
道
で
一
番
高
い
山
で
、
深
田
久
弥
の
『
日
本
百
名

山
』
で
も
紹
介
さ
れ
た
、
高
山
植
物
の
豊
か
な
山
だ
。
し
か
し
、
尾
瀬
全
体
で

見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
登
山
・
観
光
客
が
群
馬
県
側
の
尾
瀬
ヶ
原
に
集
中
し
て

い
る
。
燧
ケ
岳
で
出
会
っ
た
の
は
数
人
だ
け
で
、
山
頂
で
も
自
分
た
ち
を
含
め

て
七
～
八
人
し
か
い
な
か
っ
た
。
理
由
は
、
一
～
二
泊
し
な
い
と
歩
け
な
い
コ

ー
ス
だ
と
い
う
の
と
、
山
域
を
管
理
し
て
い
る
の
が
福
島
県
で
、
関
東
か
ら
来

る
人
々
に
と
っ
て
は
遠
回
り
に
な
る
か
ら
だ
。
途
中
の
湿
原
で
写
真
を
撮
っ
て

く
れ
た
お
じ
さ
ん
も
地
元
の
人
で
、
ず
い
ぶ
ん
昔
に
も
一
度
登
っ
た
こ
と
が
あ

る
と
話
し
て
く
れ
た
。 

 

一
方
、
同
じ
百
名
山
で
も
、
富
士
山
は
国
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま

り
、
登
山
道
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
る
と
い
う
。
山
梨
県
側
で
一
日
の
入
山
者

数
を
規
制
し
た
り
、
入
山
料
を
徴
収
し
た
り
し
始
め
た
こ
と
も
ニ
ュ
ー
ス
で
知

っ
た
。 

 

そ
し
て
以
前
道
徳
の
授
業
で
、
富
士
山
に
は
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
と
い
う
話
を
教
わ
っ
た
。
道
に
は
登
山
客
が
落
と
し
て
い
っ
た
お
菓
子

の
包
み
紙
の
よ
う
な
小
さ
な
ゴ
ミ
、
富
士
の
樹
海
に
は
不
法
投
棄
に
よ
る
家

具
・
家
電
な
ど
の
大
き
な
ゴ
ミ
。
本
来
は
自
然
だ
け
の
は
ず
だ
っ
た
場
所
が
、

ゴ
ミ
捨
て
場
へ
と
化
し
て
い
た
と
。
こ
の
話
を
聞
い
た
時
、
と
て
も
残
念
だ
っ

た
。
こ
れ
が
日
本
の
山
な
ん
だ
な
と
思
っ
て
、
失
望
し
た
。 

 

し
か
し
、
あ
の
時
に
訪
れ
た
燧
ケ
岳
は
、
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
一
変
さ
せ

た
。
そ
こ
は
、
ゴ
ミ
な
ど
ど
こ
に
も
落
ち
て
い
な
い
、
昔
の
イ
メ
ー
ジ
通
り
の

自
然
そ
の
も
の
の
場
所
だ
っ
た
。
自
然
に
囲
ま
れ
る
気
持
ち
よ
さ
や
幸
福
感
を

知
り
、
ま
た
こ
の
美
し
い
場
所
に
戻
っ
て
き
た
い
と
思
う
こ
と
が
で
き
た
し
、

自
分
た
ち
人
間
に
は
、
自
然
が
欠
か
せ
な
い
ん
だ
な
と
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。 

 

自
分
は
、
東
京
で
ま
た
来
た
い
と
思
え
る
自
然
に
未
だ
出
会
え
た
こ
と
が
な

い
。
そ
れ
に
、
今
の
自
分
に
は
、
自
然
を
直
接
守
る
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
し
か
し
、
自
然
を
壊
す
原
因
に
な
る
行
動
を
し
な
い
こ
と
な
ら
で

き
る
。
小
さ
な
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
こ
と
や
、
身
近
な
人
た
ち
に
捨
て
さ
せ
な
い

意
識
を
強
く
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
自
分
に
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
人

た
ち
に
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。
身
近
な
人
た
ち
か
ら
一
緒
に
、
そ
れ
ら
を

意
識
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
自
然
と
と
も
に
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
し
よ
う
と
、

強
く
思
っ
た
。 

 
 



- 22 - 

 

■
奨
励
賞
（
中
学
生
の
部
） 

 
 

ま
ず
は
小
さ
な
意
識
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
川 

祥
人 

私
は
水
質
汚
染
に
つ
い
て
考
え
た
。
水
質
汚
染
が
起
こ
る
原
因
と
し
て
主
に

工
場
や
農
業
か
ら
出
る
産
業
排
水
、
家
庭
生
活
で
排
出
さ
れ
る
生
活
排
水
、
気

候
変
動
に
と
も
な
う
気
温
上
昇
や
渇
水
、
豪
雨
の
増
加
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
る

が
、
そ
の
中
で
特
に
問
題
な
の
が
生
活
排
水
で
あ
る
。
事
実
、
私
た
ち
の
住
む

東
京
で
は
、
川
や
海
に
流
さ
れ
る
排
水
に
よ
る
汚
濁
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
生

活
排
水
に
起
因
し
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。
生
活
排
水
処
理
率
は
上
が

っ
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
処
理
の
た
め
に
は
多
く
の
水
を
必
要
と
す
る
た
め
、

い
つ
ま
で
も
頼
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
個
人
の
取
り
組
み
が
問
題

解
決
の
カ
ギ
に
な
っ
て
く
る
。 

 

個
人
で
で
き
る
取
り
組
み
と
し
て
よ
く
言
わ
れ
る
の
が
、
で
き
る
だ
け
油
や

調
理
く
ず
を
排
水
溝
に
流
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
ト
イ
レ
は
こ
ま
め
に
掃
除

し
よ
う
。
な
ど
の
水
を
汚
さ
な
い
工
夫
だ
が
、
一
部
を
除
い
て
手
間
が
か
か
る

こ
と
ば
か
り
だ
。
今
や
共
働
き
家
庭
が
増
え
、
家
事
に
あ
ま
り
時
間
は
か
け
た

く
な
い
人
も
多
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
か
か
る
一
手
間
と
い
う
の
は
省
か
れ
が

ち
で
あ
る
。
な
の
で
、
そ
の
分
手
間
が
か
か
ら
な
い
工
夫
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
。
例
え
ば
食
事
は
残
さ
な
い
。
洗
剤
の
量
は
適
量
又

は
減
ら
す
。
水
を
あ
ま
り
使
わ
な
い
タ
イ
プ
の
洗
濯
機
を
選
ぶ
な
ど
。
特
に
最

後
に
挙
げ
た
生
活
排
水
そ
の
も
の
を
減
ら
す
工
夫
と
い
う
の
は
蛇
口
の
水
を
出

し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
な
ど
の
小
さ
な
気
遣
い
が
で
き
る
こ
と
な
の
で
、
手
間

を
か
け
ず
に
済
む
は
ず
だ
。
実
際
わ
が
家
で
も
最
低
限
生
活
排
水
を
減
ら
す
工

夫
や
気
遣
い
は
徹
底
し
て
い
て
手
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
も
の
は
無
理
だ
と
割
り

切
っ
て
い
る
。
環
境
保
全
第
一
の
人
な
ら
で
き
る
こ
と
は
全
部
や
れ
ば
い
い

し
、
私
生
活
第
一
な
ら
そ
ん
な
に
頑
張
ら
な
く
て
い
い
。
た
だ
最
低
限
は
や
ろ

う
。
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。 

 

環
境
保
全
で
大
事
な
の
は
、
無
理
を
し
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思

う
。
人
そ
れ
ぞ
れ
余
裕
と
か
環
境
に
対
す
る
意
識
は
違
う
は
ず
な
の
で
、
自
分

に
合
っ
た
工
夫
を
考
え
、
行
動
す
る
だ
け
で
十
分
だ
と
思
う
。
継
続
さ
え
で
き

れ
ば
自
然
と
環
境
保
全
の
意
識
が
強
く
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
し
、
日
本
の

多
く
の
人
が
そ
う
な
れ
ば
問
題
解
決
に
向
け
て
加
速
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
小
さ

な
意
識
が
地
球
の
水
を
守
る
。
そ
ん
な
未
来
を
期
待
し
た
い
。 
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地
球
温
暖
化
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

勝
又 

弓
月 

 

僕
は
「
地
球
温
暖
化
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
例
え
ば
ニ
ュ
ー

ス
番
組
な
ど
で
す
。
よ
く
耳
に
す
る
地
球
温
暖
化
で
す
が
僕
は
何
が
悪
い
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
し
か
に
気
温
が
上
昇
し
て
い
き
暑
く
な
る
の
は
き

つ
い
で
す
。
し
か
し
寒
い
地
球
の
人
々
か
ら
す
れ
ば
寒
さ
が
緩
和
さ
れ
て
住
み

や
す
く
な
り
ま
す
。
し
か
も
気
温
が
低
い
た
め
育
た
な
か
っ
た
植
物
が
育
つ
よ

う
に
な
り
ま
す
。 

 

地
球
温
暖
化
の
利
点
は
寒
い
地
域
に
住
む
人
以
外
に
も
あ
り
ま
す
。
地
球
温

暖
化
の
影
響
で
二
酸
化
炭
素
が
急
速
に
増
加
し
ま
す
。
こ
れ
は
一
見
悪
そ
う
に

聞
こ
え
ま
す
が
、
二
酸
化
炭
素
は
植
物
が
光
合
成
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な

物
で
す
。
そ
の
二
酸
化
炭
素
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
光
合
成
速
度

が
増
加
し
植
物
の
生
育
が
と
て
も
進
む
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

こ
こ
で
僕
は
疑
問
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、 

 

「
な
ぜ
地
球
温
暖
化
は
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で

悪
い
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
か
。」
と
い
っ
た
疑
問
で
す
。 

 

そ
こ
で
僕
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
疑
問
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。 

 

調
べ
て
み
た
結
果
地
球
温
暖
化
に
対
す
る
デ
メ
リ
ッ
ト
が
多
く
あ
っ
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。 

 

そ
れ
は
地
球
の
気
温
が
上
昇
し
続
け
、
気
候
や
生
物
な
ど
の
自
然
界
の
バ
ラ

ン
ス
を
崩
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
気
温
の
上
昇
、
海
面
の
上
昇
な
ど
で
、
変

化
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
耐
え
て
い
て
も
変
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
動
物

の
強
さ
の
順
番
が
お
か
し
く
な
り
、
生
息
地
や
食
料
が
奪
わ
れ
て
絶
滅
す
る
動

物
が
で
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
す
。
一
つ
の
柱
が
絶
滅
し
た
だ
け
で
そ
の
動
物

を
食
べ
て
い
た
動
物
が
生
き
ら
れ
な
く
な
り
、
い
つ
か
人
の
食
べ
る
も
の
も
な

く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
考
え
る
と
地
球
温
暖
化
は
と
め
た
方
が
良
い

と
思
い
ま
し
た
。
他
に
も
強
い
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
災
害
が
多
発
し
て
し

ま
う
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
干
ば
つ
や
、
海
面
上
昇
で
食
料
や
居
住
地
の
喪

欠
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

僕
は
調
べ
て
み
て
疑
問
が
解
消
し
ま
し
た
。
僕
が
思
っ
て
い
た
百
倍
く
ら
い

深
刻
で
驚
き
ま
し
た
。
食
料
や
居
住
地
が
な
く
な
り
戦
争
が
起
こ
っ
て
し
ま
う

可
能
性
も
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。 

 

地
球
温
暖
化
の
原
因
は
電
気
を
生
み
出
す
と
き
、
火
力
発
電
を
し
て
石
炭
な

ど
を
た
く
さ
ん
燃
や
す
こ
と
や
、
家
畜
を
育
て
る
こ
と
な
ど
で
す
。
こ
の
こ
と

を
ふ
ま
え
て
僕
が
考
え
た
解
決
策
は
、
火
力
発
電
を
少
な
く
し
風
力
や
水
風
発

電
を
多
く
す
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
こ
れ
は
お
金
も
時
間
も
か
か
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
な
の
で
僕
は
部
屋
の
温
度
を
一
定
に
す
る
こ
と
を
心
掛
け
た
い
で
す
。

部
屋
に
温
度
計
を
置
い
て
、
部
屋
の
中
の
温
度
を
一
定
に
す
る
こ
と
で
、
電
気

を
使
い
す
ぎ
る
こ
と
が
な
く
な
る
と
思
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
僕
で
も
で
き
る
こ
と
で
地
球
温
暖
化
が
少
し
で
も
解
決
に
近
づ

く
よ
う
に
し
た
い
で
す
。 
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美
し
い
砂
浜
を
守
る
た
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

笹
本 

茜 

 

私
は
昔
か
ら
危
惧
さ
れ
て
い
る
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
今
回
考
え
た
。
き
っ

か
け
は
こ
の
夏
、
母
が
子
供
の
頃
に
遊
ん
で
い
た
海
水
浴
場
に
行
っ
た
と
き
、

三
十
年
前
に
は
十
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
っ
た
、
砂
浜
が
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と

に
驚
い
て
い
た
こ
と
だ
。 

 

こ
の
現
象
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
北
極
、
南
極
の
氷
河
が
溶
け
、
海
の

水
位
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
だ
。
昔
は
地
球
温
暖
化
の
問
題
点
と
し
て

海
面
上
昇
が
特
に
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
近
頃
で
は
気
温
上
昇
に
よ

る
、
台
風
や
局
地
的
大
雨
に
も
私
達
は
困
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
私
は
、
こ
の
問

題
解
決
に
つ
い
て
日
頃
か
ら
意
識
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、
考
え
て
み
る
こ
と

に
し
た
。 

 

す
で
に
私
が
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
と
し
て
は
、
エ
ア
コ
ン
の
消
費
電
力
を

抑
え
、
部
屋
の
温
度
を
保
つ
た
め
に
、
ド
ア
を
こ
ま
め
に
閉
め
て
い
る
。
さ
ら

に
扇
風
機
で
冷
た
い
風
を
循
環
さ
せ
、
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
が
二
十
八
で
も

気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
移
動
手
段
は
徒
歩
や
自
転
車
ま

た
は
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
自
動
車
に
比
べ
、
排
出
さ

れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
と
な
る
。
さ
ら
に
健
康
増
進
に
役
立
つ
。
し
か

し
、
こ
れ
だ
け
で
は
簡
単
に
解
決
で
き
な
い
。
果
た
し
て
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ

こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
私
は
不
安
に
な
っ
た
。 

 

そ
こ
で
、
国
や
社
会
で
行
っ
て
い
る
実
際
の
取
り
組
み
を
調
べ
て
み
た
。 

 

近
年
で
は
地
球
環
境
に
優
し
い
電
気
自
動
車
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

日
本
で
は
あ
ま
り
普
及
率
が
伸
び
ず
、
ガ
ソ
リ
ン
車
が
多
く
を
占
め
て
い
る
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
国
会
で
は
二
〇
三
五
年
ま
で
に
新
車
販
売

を
全
て
電
気
自
動
車
に
す
る
と
発
表
し
た
。
そ
れ
に
向
け
て
減
税
や
補
助
金
を

出
す
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。
世
界
的
に
も
二
〇
五
〇
年
に
向
け
、
三
億
ト

ン
以
上
の
ＣО

２
削
減
イ
ン
パ
ク
ト
を
目
指
し
て
い
る
企
業
も
あ
る
。
例
え

ば
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
で
は
部
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
紙
主
体
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
採

用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 

調
べ
て
み
る
と
、
自
分
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
た
く
さ
ん
の
企
業
が
努
力

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た 

 

少
し
ず
つ
、
地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め
る
希
望
が
み
え
て
き
た
。 

 

今
私
達
に
で
き
る
こ
と
は
、
自
分
達
の
行
動
一
つ
一
つ
が
地
球
環
境
に
と
っ

て
良
い
こ
と
な
の
か
、
悪
い
こ
と
な
の
か
を
日
頃
か
ら
考
え
、
改
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
。
地
球
環
境
を
少
し
で
も
改
善
で
き
る
よ
う
、
今
日
か
ら
私
は
早

寝
早
起
き
を
心
が
け
、
電
気
使
用
量
を
減
ら
す
よ
う
に
す
る
。 

 

美
し
い
海
と
砂
浜
の
景
色
を
守
る
た
め
、
今
か
ら
で
も
一
人
一
人
が
意
識
し

な
が
ら
過
ご
す
こ
と
が
大
切
だ
。 
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私
た
ち
の
の
み
川
を
守
る
た
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

富
永 

遥 

 

私
は
水
質
汚
染
に
つ
い
て
考
え
た
。
水
質
汚
染
と
は
、
人
間
の
行
動
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
た
、
河
や
河
川
、
地
下
水
な
ど
、
水
に
対
す
る
有
害
影
響
の

こ
と
を
言
う
。 

 

私
は
ま
ず
水
質
汚
染
を
無
く
す
た
め
に
、
小
学
校
の
家
庭
科
の
授
業
を
思
い

出
し
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
な
ぜ
そ
う
思
っ
た
か
と
言
う
と
、
水
質
汚

染
は
皿
の
油
汚
れ
や
洗
剤
の
使
い
す
ぎ
で
も
起
こ
る
と
い
う
の
だ
。
家
庭
科
の

授
業
で
は
、
皿
に
油
が
つ
い
て
い
た
場
合
紙
で
拭
き
取
る
、
と
い
う
こ
と
や
、

洗
剤
は
水
で
薄
め
て
使
い
す
ぎ
を
防
ぐ
な
ど
、
私
達
は
水
質
汚
染
を
防
ぐ
た
め

に
必
要
な
こ
と
を
習
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
私
は
上
記
の
こ
と
を
気
を
つ
け
て

生
活
し
た
い
と
思
う
。 

 

ま
た
私
は
学
校
に
行
く
途
中
、
必
ず
呑
川
を
通
る
。
呑
川
は
沢
山
の
生
き
物

が
泳
い
で
い
た
り
飛
ん
で
い
た
り
す
る
。
多
く
は
透
き
通
っ
た
綺
麗
な
水
が
流

れ
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
た
ま
に
誰
か
が
捨
て
た
で
あ
ろ
う
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク

や
小
さ
め
の
電
子
機
器
、
紙
な
ど
の
ご
み
が
た
く
さ
ん
流
れ
て
い
る
日
も
あ

る
。
私
は
そ
ん
な
呑
川
を
見
て
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
呑
川
は
大
田
区
だ

け
の
物
で
は
な
く
、
東
京
都
民
み
ん
な
の
も
の
な
の
に
、
個
人
の
ポ
イ
捨
て
な

ど
に
よ
り
呑
川
が
汚
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
は
一
東
京
都
民
と
し
て
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
と
思
っ
た
。
水
質
汚
染
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
今
、
気
に
せ
ず

呑
川
に
物
を
捨
て
る
人
や
ご
み
を
流
す
人
が
い
る
と
知
っ
た
か
ら
だ
。
な
の
で

私
は
、
こ
の
よ
う
に
平
気
で
ご
み
を
捨
て
る
よ
う
な
人
で
な
く
、
誰
か
が
ご
み

を
捨
て
よ
う
と
し
た
時
に
注
意
で
き
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。 

 

私
は
こ
の
水
質
汚
染
を
調
べ
、
一
人
一
人
の
意
識
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。
水

質
汚
染
の
主
な
原
因
は
生
活
排
水
だ
と
言
う
。
冒
頭
で
も
述
べ
た
通
り
、
私
は

日
々
の
生
活
で
些
細
な
こ
と
か
ら
気
を
つ
け
、
少
し
で
も
世
界
の
水
質
汚
染
が

日
本
で
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
無
く
な
れ
ば
良
い
な
と
思
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
み

ん
な
が
意
識
し
て
水
質
汚
染
を
無
く
す
取
り
組
み
が
進
め
ば
良
い
と
思
う
が
、

中
に
は
反
対
だ
っ
た
り
ど
う
で
も
い
い
と
思
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
な
の
で
私

は
そ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
水
質
汚
染
に
つ
い
て
も
っ
と
深
く
知
り
、
み
ん
な

に
環
境
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
教
え
て
行
け
た
ら
良
い
な
と
思
っ

た
。 
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地
球
環
境
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
田 

遥
真 

 

地
球
の
環
境
問
題
は
、
僕
た
ち
一
人
一
人
の
生
活
に
直
結
す
る
重
要
な
課
題

だ
と
思
い
ま
す
。
温
暖
化
や
大
気
汚
染
な
ど
地
球
規
模
の
環
境
問
題
は
数
多
く

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
、
身
近
な
地
域
で
取
り
組
め
る
具
体
的
な
環
境
改
善

の
方
法
を
三
つ
に
分
け
て
考
え
ま
し
た
。 

 

一
つ
目
は
、
「
ゴ
ミ
の
分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
」
で
す
。
こ
れ
は
地
域
レ
ベ
ル

で
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
最
も
基
本
的
で
簡
単
な
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
自
治
体
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
が
そ
の
徹
底
さ
は

十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
家
庭
内
で
あ
ら
か
じ
め
ゴ
ミ
の
分
別
を

適
切
に
し
て
お
く
こ
と
で
資
源
の
有
効
利
用
や
廃
棄
物
の
削
減
に
大
き
く
貢
献

で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
清
掃
活
動
に
僕
た
ち
中
学
生
が
参
加

す
れ
ば
ポ
イ
捨
て
を
よ
り
防
ぐ
こ
と
が
で
き
僕
た
ち
の
意
識
も
変
わ
り
地
域
全

体
が
良
く
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
清
掃
活
動
は
地
域
住
民
同
士
の
連
帯
感

を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
小
学
生
な
ど
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
に
も
環
境
保
護
の

重
要
性
に
つ
い
て
教
え
る
こ
と
が
で
き
て
良
い
機
会
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

二
つ
目
は
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
」
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
は
身
近

な
取
り
組
み
で
非
常
に
効
果
的
だ
と
考
え
ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
く
は
化

石
燃
料
と
い
う
も
の
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
が
多
く
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
の
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
無
駄
遣
い
を
減
ら
し
効
率
的
に
使
う
こ
と
で
地
球
に
か
か
る
負
担
も
減
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
具
体
的
な
例
と
し
て
家
電
製
品
の
使
用
を
控
え
た

り
、
使
用
す
る
場
合
は
エ
コ
モ
ー
ド
で
使
用
す
る
こ
と
、
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変

え
る
こ
と
、
エ
ア
コ
ン
の
温
度
設
定
を
適
切
に
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ど
れ
も
中
学
生
が
で
き
る
の
で
こ
の
こ
と
を
皆
に
呼
び
か
け
自
分
も
実
践
し
ま

す
。
ま
た
、
交
通
手
段
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
自
動
車
は
便
利
で
す
が
そ

の
分
排
気
ガ
ス
が
多
く
で
る
た
め
地
球
に
も
自
分
た
ち
の
健
康
に
も
悪
影
響
が

で
ま
す
。
な
の
で
短
い
距
離
な
ら
「
自
転
車
や
徒
歩
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

と
呼
び
か
け
た
り
、
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
す
る
こ
と
で
、
交
通

渋
滞
な
ど
の
問
題
も
解
決
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

 

三
つ
目
は
、「
地
域
の
自
然
を
守
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
地
域
の

公
園
や
緑
地
を
保
護
す
る
こ
と
で
都
市
の
暑
さ
を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
た

り
、
生
態
系
の
多
様
性
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
川
や
湖
の

水
質
保
全
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
水
質
汚
染
を
防
ぎ
健
康
な
水
循
環
を
自
分

た
ち
で
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
、
中
学
生
が
一
人
で
で
も
で
き
る
小
さ
な
環
境
改
善
へ
の
取
り

組
み
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
地
球
規
模
の
環
境
問
題
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ふ
と
思
っ
た
こ
と
、
気
づ
い
た
こ
と
を
ど
れ
だ
け

小
さ
く
て
も
良
い
か
ら
行
動
に
移
し
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。 
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地
球
と
共
存
す
る
た
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

森
田 

悠
里 

 

私
は
、
夏
の
必
需
品
で
あ
る
エ
ア
コ
ン
に
注
目
し
て
、
地
球
と
共
存
す
る
た

め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
た
。 

 

一
般
家
庭
の
夏
場
の
消
費
電
力
の
う
ち
六
割
を
占
め
る
の
が
エ
ア
コ
ン
と
言

わ
れ
て
い
て
、
こ
の
エ
ア
コ
ン
が
地
球
温
暖
化
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
。 

 

「
地
球
温
暖
化
」
と
は
、
地
球
全
体
の
平
均
気
温
が
上
昇
す
る
現
象
で
、
こ

れ
が
進
む
と
異
常
気
象
の
頻
度
や
強
さ
が
極
端
に
増
す
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 

今
年
、
東
京
で
は
梅
雨
が
短
か
く
、
そ
の
間
に
三
十
度
以
上
の
真
夏
日
を
連

続
で
観
測
し
た
。
七
月
に
入
っ
て
か
ら
す
ぐ
に
三
十
五
度
以
上
の
猛
暑
日
を
観

測
し
、
関
東
甲
信
で
は
四
十
度
に
迫
る
危
険
な
暑
さ
と
な
っ
た
。 

 

そ
ん
な
異
常
な
暑
さ
が
夏
休
み
前
か
ら
起
こ
っ
て
い
て
、
中
学
校
の
私
の
学

年
フ
ロ
ア
で
は
エ
ア
コ
ン
の
効
き
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
修
理
業
者
に
み
て
も

ら
っ
た
。
す
る
と
、
エ
ア
コ
ン
の
故
障
で
は
な
く
、
外
気
温
が
予
想
以
上
に
高

い
状
態
が
続
い
た
た
め
だ
と
分
か
っ
た
。 

 

エ
ア
コ
ン
は
、
周
り
の
暖
か
い
空
気
を
取
り
込
み
、
室
外
機
の
フ
ァ
ン
で
熱

を
外
へ
排
気
し
て
空
気
を
低
温
に
し
て
か
ら
室
内
機
へ
戻
す
こ
と
で
冷
た
い
風

を
吹
き
出
す
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
外
気
温
の
高
い
状
態
が
続
い
た
こ
と
で
冷
却
し
き
れ
ず
温
風
の
ま

ま
室
内
に
吹
き
出
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

一
体
ど
れ
だ
け
気
温
が
上
が
っ
て
い
る
の
か
調
べ
て
み
る
と
、
年
間
平
均
気

温
は
一
九
九
一
年
か
ら
二
〇
二
一
年
ま
で
の
三
十
年
間
で
〇
．
二
度
上
昇
で
あ

っ
た
が
、
一
九
八
九
年
と
二
〇
一
九
年
を
比
べ
る
と
、
真
夏
日
は
八
日
、
猛
暑

日
は
十
二
日
増
え
て
い
た
。 

そ
れ
に
伴
い
熱
中
症
で
緊
急
搬
送
さ
れ
た
人
数
も
増
え
、
人
体
へ
の
影
響
が
確

実
に
出
て
い
た
。 

 

二
〇
二
二
年
に
は
、
日
本
気
象
協
会
で
最
高
気
温
が
四
十
度
以
上
を
特
に
重

点
的
な
注
意
喚
起
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
酷
暑
日
と
定
義
、
稀
で
あ
っ
た
四
十

度
超
え
が
珍
し
く
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。 

 

今
回
取
り
上
げ
た
エ
ア
コ
ン
で
は
、
夏
場
の
設
定
温
度
を
二
十
七
度
か
ら
二

十
八
度
に
変
え
る
だ
け
で
、
消
費
電
力
を
約
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
減
ら
し
、
二
酸

化
炭
素
排
出
を
年
間
約
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
削
減
で
き
る
と
い
う
。
日
本
に
お
い
て

の
電
力
は
火
力
や
原
子
力
な
ど
環
境
へ
の
影
響
が
大
き
い
発
電
で
あ
る
た
め
、

エ
ア
コ
ン
の
節
電
は
環
境
へ
の
影
響
を
抑
え
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
あ

る
。 

 

し
か
し
、
夏
場
の
二
十
八
度
は
皆
が
快
適
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
す
ぐ

温
度
を
下
げ
る
の
で
は
な
く
風
量
を
上
げ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
た
い
。
そ
の

方
が
節
電
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
特
に
学
校
の
教
室
は
風
向
き
に
よ
っ
て
冷
気
の
ム
ラ
が
あ
る
た
め
、

空
気
の
循
環
を
作
る
な
ど
工
夫
が
必
要
だ
と
思
う
。 

 

今
回
は
エ
ア
コ
ン
に
注
目
し
て
考
え
た
が
、
地
球
の
た
め
に
や
れ
る
こ
と
は

身
の
回
り
に
た
く
さ
ん
あ
る
。
地
球
の
未
来
の
た
め
、
私
達
の
未
来
の
た
め
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
真
剣
に
考
え
行
動
に
移
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
強
く
思
っ
た
。 
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環
境
問
題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

淺
野 

笑
花 

 

私
達
人
間
に
と
っ
て
地
球
は
何
よ
り
も
大
切
な
も
の
で
す
。
地
球
が
な
い
と

生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
ん
な
地
球
で
も
今
、
深
刻
な
環
境
問
題
が

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
環
境
問
題
を
放
置
し
て
い
る
と
、
気
温
上

昇
や
海
面
上
昇
、
異
常
気
象
な
ど
に
よ
り
、
私
た
ち
人
間
も
含
む
動
物
た
ち
が

生
き
づ
ら
い
世
界
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
社
会
を
築
く
た
め

に
、
私
た
ち
は
今
、
行
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

私
が
通
っ
て
い
る
大
森
第
六
中
学
校
で
は
シ
ビ
ッ
ク
ア
ク
シ
ョ
ン
を
行
っ
て

い
ま
す
。
シ
ビ
ッ
ク
ア
ク
シ
ョ
ン
と
は
、
食
品
ロ
ス
や
気
候
問
題
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
の
中
か
ら
、
一
つ
の
問
題
を
選
び
、
そ
れ
を
解
決
す
る
方
法
を
考

え
ま
す
。
そ
の
考
え
た
方
法
を
実
際
に
行
動
に
移
し
て
、
少
し
で
も
問
題
の
解

決
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
行
動
す
る
こ
と
で
す
。
人
種
差
別
が
良
く
な
い
と
い

う
こ
と
を
絵
本
に
簡
単
に
ま
と
め
て
図
書
館
で
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞

か
せ
を
行
っ
た
り
、
食
品
ロ
ス
に
つ
い
て
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
て
ス
ー
パ
ー
な

ど
多
く
の
人
の
目
に
つ
く
と
こ
ろ
に
貼
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
少
し
で
も
問

題
解
決
の
助
け
に
な
る
よ
う
に
行
動
し
て
い
ま
す
。
行
動
に
移
し
た
あ
と
、
す

ぐ
に
効
果
が
出
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
か
し
た
ら
効
果
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
考
え
て
、
行
動

す
る
こ
と
自
体
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
き
ら
め
な
い
で
、
今
後
も
私
た
ち

は
積
極
的
に
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ビ
ッ

ク
ア
ク
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
、
周
り
の
人
に
伝
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
一
人

ひ
と
り
が
問
題
解
決
を
意
識
し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
を
買
っ
た
り
、
節
水
・
節
電
を
積
極

的
に
行
っ
た
り
、
フ
ー
ド
ロ
ス
を
減
ら
し
た
り
。
簡
単
に
で
き
る
こ
と
で
す

が
、
こ
れ
を
全
人
類
が
行
え
ば
す
ご
い
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
で
す

の
で
、
一
人
ひ
と
り
が
問
題
解
決
へ
の
行
動
を
意
識
し
て
、
周
り
の
人
に
も
伝

え
る
こ
と
が
、
問
題
解
決
へ
の
一
歩
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
他
に
も
個
人
だ
け

で
は
な
く
、
企
業
な
ど
大
き
な
グ
ル
ー
プ
で
環
境
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
開
発
や
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス

ト
ロ
ー
を
紙
ス
ト
ロ
ー
に
変
え
た
り
。
さ
ら
に
、
私
た
ち
が
よ
く
行
く
コ
ン
ビ

ニ
で
は
節
電
の
た
め
に
電
気
が
消
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
全
員
が
他
人
事
だ
と
思
わ
ず
に
協
力
す
る
の
も
大
切
で
す
。 

 

環
境
問
題
は
解
決
で
き
な
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
放
置
し
て

い
る
と
確
実
に
地
球
は
動
物
が
生
き
ら
れ
な
い
も
の
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
全
員
が
問
題
解
決
へ
の
行
動
を
心
が
け
、
地
球
が
よ
り
良
い
方
向
へ
向
か

っ
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
で
す
。 
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動
か
ら
変
え
て
い
く 

一
見 

凛
菜 

 

私
の
学
校
に
は
「
農
園
隊
」
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
農
園
隊

で
は
、
大
岡
山
駅
の
花
壇
清
掃
や
、
ゴ
ー
ヤ
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
設
置
な
ど

地
域
や
学
校
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
当
初
、

こ
の
農
園
隊
の
あ
ま
り
目
立
た
な
い
活
動
に
あ
ま
り
興
味
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。 

 

し
か
し
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
も
有
名
な
学
校
の
活
動
だ
か
ら
、
一

度
く
ら
い
経
験
し
て
み
よ
う
か
な
と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
参
加
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。 

 

そ
し
て
実
際
に
参
加
し
て
み
る
と
、
と
て
も
大
き
な
気
付
き
が
あ
っ
た
。 

 

主
な
清
掃
場
所
で
あ
る
大
岡
山
駅
前
の
花
壇
は
、
清
掃
す
る
前
は
清
掃
な
ん

て
必
要
あ
る
の
か
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
実
際
に
清
掃
を
し
て
み
る
と
、
花

壇
か
ら
は
捨
て
ら
れ
た
タ
バ
コ
、
お
に
ぎ
り
や
お
菓
子
の
袋
の
ゴ
ミ
、
割
れ
た

ガ
ラ
ス
の
破
片
な
ど
、
様
々
な
ゴ
ミ
が
出
て
き
た
。
今
ま
で
も
自
分
の
気
付
か

な
い
と
こ
ろ
で
こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
た
の
か
、
と

強
い
衝
撃
を
受
け
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
一
部
だ
け
を
見
て
綺
麗
だ
と
決
め
つ

け
、
少
し
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
て
も
問
題
視
せ
ず
、
拾
お
う
と
思
っ
て
も
周
り
を

気
に
し
て
行
動
に
移
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
と
て
も
後
悔
し
た
。 

 

こ
の
出
来
事
以
来
、
私
は
農
園
隊
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
外
出
先
で
も
ゴ
ミ
を
見
つ
け
た
ら
、
拾
っ
て
近
く
の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る

よ
う
に
意
識
を
変
え
た
。
今
ま
で
と
違
い
、
「
拾
お
う
か
な
」
と
た
だ
思
う
の

で
は
な
く
、「
拾
う
」
行
動
に
移
す
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

そ
し
て
私
は
、
こ
の
ゴ
ミ
拾
い
と
い
う
活
動
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
見
て

見
ぬ
ふ
り
を
し
て
き
た
自
分
を
改
め
て
、
様
々
な
活
動
を
通
し
て
地
域
の
役
に

立
ち
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
活
動
を
続
け
て
い
る
と
、
地
域
の
方
に
と
て
も
感
謝
さ
れ
た
り
、
近
く

の
小
学
校
の
子
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
人
が
手
伝
っ
て
く
れ
た
り
す
る
。 

 

ほ
ん
の
些
細
な
事
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
私
に
は
そ
れ
が
た
ま
ら
な
く
嬉

し
く
、
や
り
が
い
に
繋
が
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
だ
参
加
し
て
い
な

い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
な
い
人
が
い
た
ら
、
も
っ
と
こ
の
気
持
ち
を
伝

え
て
ぜ
ひ
体
感
し
て
も
ら
い
た
い
。 

 

私
の
願
い
は
、
こ
の
活
動
が
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
だ
。
そ
し
て
ゴ
ミ
を
拾
っ

た
り
、
自
分
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
人
が
増
え
る
こ
と
だ
。
そ
う
な
る
こ

と
で
、
も
っ
と
地
域
の
環
境
が
よ
く
な
り
、
よ
り
良
い
環
境
を
作
っ
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
。
他
人
任
せ
に
す
る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
身

近
な
こ
と
か
ら
行
動
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
私
は
考
え
る
。 
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奨
励
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（
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） 

 
 
 

美
し
い
海
を
取
り
戻
す
た
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
野 

利
央 

 

社
会
の
授
業
で
、
ク
ジ
ラ
の
お
腹
の
中
か
ら
、
大
量
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

が
出
て
き
て
い
る
写
真
を
見
た
。 

 

そ
れ
を
見
て
私
は
唖
然
と
し
た
。
「
な
ぜ
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
」「
ど

う
す
れ
ば
こ
の
ク
ジ
ラ
の
命
が
失
わ
れ
ず
に
す
ん
だ
の
か
」
い
ろ
い
ろ
な
疑
問

が
湧
き
出
た
。 

 

今
、
海
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
が
溢
れ
か
え
っ
て
い
る
と
い
う
。
私
達
が

普
段
使
っ
て
い
る
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ス
ト
ロ
ー
な
ど
は
便
利

な
も
の
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
が
使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
ポ

イ
捨
て
や
適
切
な
処
理
が
行
わ
れ
ず
、
風
や
雨
な
ど
で
海
な
ど
に
流
れ
込
み
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
そ
の
ゴ
ミ

を
、
海
に
住
む
魚
た
ち
は
餌
だ
と
勘
違
い
し
誤
っ
て
食
べ
て
し
ま
う
。
少
し
で

も
食
べ
て
し
ま
う
と
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
私
が
写
真
で
見
た
ク
ジ
ラ
の
よ

う
に
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。 

 

ビ
ニ
ー
ル
袋
が
有
料
化
さ
れ
た
り
、
給
食
の
ス
ト
ロ
ー
が
な
く
な
っ
た
り
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
問
題
へ
の
対
策
は
一
切
や
っ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な

い
。 

そ
れ
で
も
ま
だ
、
ゴ
ミ
の
量
と
対
策
量
で
は
圧
倒
的
に
、
ゴ
ミ
の
量
が
上
回
っ

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
魚
の
数
が
ど
ん
ど
ん
減
少
し
て
い
き
、
私
達
の
食
卓

に
並
ぶ
魚
は
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

以
前
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
に
つ
い
て
の
絵
本
を
読
ん
だ
と
き
私
は
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
便
利
さ
が
日
常
に
浸
透
し
て
い
て
、
捨
て
な
い
、
使
わ
な
い
努
力

は
「
自
分
だ
け
や
っ
て
も
」
と
い
う
、
感
覚
に
ど
う
し
て
も
な
っ
て
し
ま
う

が
、
や
は
り
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
ま
た
行
動
す

る
人
・
行
動
す
る
文
化
が
加
速
度
的
に
広
が
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

た
。 

 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
を
減
ら
し
、
海
の
環
境
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
、
二
千

三
十
年
、
達
成
目
標
の 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
お
お
い
に
繋
が
る
。
人
だ
け
で
な
く
、
海
で
生
き
る
生
き
物
た

ち
に
も
健
康
と
福
祉
を
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
ば
か
り
の
海
か
ら
で
は
な
い
、

き
れ
い
な
海
か
ら
の
水
を
、
そ
し
て
こ
の
二
つ
を
達
成
す
る
た
め
、
海
の
豊
か

さ
を
守
る
。 

 

こ
こ
ま
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
問
題
を
繰
り
広
げ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
私

達
人
間
だ
。
今
の
現
状
が
良
く
な
い
の
な
ら
ば
そ
れ
は
繰
り
広
げ
て
し
ま
っ

た
、
私
達
が
食
い
止
め
る
し
か
無
い
。
こ
れ
を
認
識
し
、
一
人
ひ
と
り
が
自
覚

を
持
て
れ
ば
、「
失
わ
れ
ず
に
す
ん
だ
命
」
は
減
り
、
美
し
い
海
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
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環
境
問
題
の
身
近
な
と
ら
え
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
木 

絃
楓 

 

地
球
の
水
や
海
、
大
気
、
森
林
な
ど
の
地
球
環
境
に
お
い
て
考
え
る
う
え
で

や
は
り
問
題
と
な
る
の
は
、
地
球
温
暖
化
で
あ
ろ
う
。
地
球
温
暖
化
に
対
し
、

適
当
な
策
は
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
温
暖
化
が
解
決
す
る
き
ざ
し
は
見
え

て
い
な
い
。
私
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
解
決
策
に
は
「
ポ
イ
捨
て
は
し
て
は
な

ら
な
い
」
「
省
エ
ネ
を
心
が
け
よ
う
」
な
ど
た
し
か
に
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ

が
義
務
的
な
言
い
方
で
あ
り
、
や
ら
な
く
て
良
い
の
な
ら
や
り
た
く
は
な
い
と

思
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
そ
う
で
は
な
く
自
分
か
ら
や
り
た
い
、
や
ら
な
き

ゃ
、
と
思
え
る
よ
う
に
工
夫
を
す
る
べ
き
だ
。 

 

私
の
学
校
で
は
、
一
年
か
け
て
世
界
の
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
、
解
決

策
を
実
行
す
る
と
い
う
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
、
世
界
の
問
題
の
中
に

は
環
境
問
題
、
食
品
ロ
ス
な
ど
、
地
球
温
暖
化
に
つ
な
が
る
問
題
が
あ
っ
た
。

私
は
食
品
ロ
ス
の
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
い
て
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
さ
ら
に

小
さ
い
五
・
六
人
の
班
に
な
っ
て
解
決
策
を
考
え
て
い
た
。
そ
も
そ
も
、
な
ぜ

食
品
ロ
ス
が
地
球
温
暖
化
に
つ
な
が
る
の
か
と
い
う
の
は
、
残
っ
た
食
品
は
火

で
燃
や
し
て
処
分
す
る
た
め
、
そ
の
と
き
に
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
て
し
ま

う
か
ら
と
い
う
の
が
原
因
で
あ
る
。
そ
の
原
因
な
ど
も
ふ
ま
え
、
食
べ
ら
れ
ず

に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食
品
が
問
題
だ
と
考
え
、
学
校
の
近
く
の
ス
ー
パ
ー
に

賞
味
期
限
が
早
い
も
の
か
ら
取
る
こ
と
を
う
な
が
す
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
は

ら
せ
て
も
ら
っ
た
。
数
週
間
お
店
に
置
い
た
と
こ
ろ
、
ポ
ス
タ
ー
を
見
る
お
客

さ
ん
が
多
く
、
効
果
は
あ
っ
た
、
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
体
験
か
ら
、
人
々
に
環
境
問
題
を
解
決
し
た
い
と
思
わ
せ
る
に

は
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
環
境
問
題
と
ふ
れ
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
考
え

た
。
そ
の
一
番
簡
単
な
例
と
し
て
、
私
が
実
際
に
や
っ
た
よ
う
な
、
ポ
ス
タ
ー

な
ど
の
掲
示
物
を
作
り
、
そ
れ
を
見
た
人
が
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
、
と

い
う
も
の
だ
。
視
覚
と
し
て
た
だ
感
じ
て
も
ら
う
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
体

験
し
た
り
、
触
っ
た
り
し
て
も
ら
う
の
も
良
い
と
思
う
。
た
と
え
ば
、
街
中
に

温
暖
化
に
ま
つ
わ
る
ア
ー
ト
作
品
を
作
っ
て
置
い
た
り
、
環
境
に
良
い
行
動
、

た
と
え
ば
徒
歩
で
の
外
出
、
節
電
な
ど
を
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
か
せ
ぎ
、
景
品
を

集
め
る
ゲ
ー
ム
を
作
っ
た
り
す
る
、
な
ど
、
人
々
の
五
感
を
利
用
し
よ
り
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
だ
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
環
境
問
題
の
解
決
は
た
だ
策
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ

か
ら
人
々
の
興
味
を
ひ
く
一
工
夫
が
肝
心
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
一
工
夫
を
考

え
る
の
は
、
私
た
ち
の
よ
う
な
想
像
力
が
豊
か
な
子
供
達
の
得
意
分
野
だ
と
思

っ
た
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
人
々
を
巻
き
込
ん
だ
環
境
問
題
へ
の

対
策
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
た
。 
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海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ご
み
問
題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

須
賀 

結
香 

皆
さ
ん
は
、
海
が
好
き
で
す
か
。
海
は
私
た
ち
に
様
々
な
も
の
を
与
え
て
く
れ

て
い
ま
す
。
夏
の
海
水
浴
、
み
ん
な
が
大
好
き
な
お
寿
司
の
材
料
と
な
る
魚
は

海
か
ら
私
た
ち
が
得
て
い
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
に
素
晴
ら
し
い
も

の
を
与
え
て
く
れ
る
海
に
も
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
ご
み
」
で

す
。
海
が
綺
麗
に
保
た
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
私
た
ち
は
海
水
浴
も
で
き
ず
、
魚

の
漁
獲
量
も
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

現
在
、
海
の
ご
み
問
題
で
一
番
大
き
な
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
が
「
海
洋
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
」
で
す
。
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
と
は
、
川
や
陸
地
か
ら

海
へ
流
出
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
の
こ
と
で
、
漁
師
の
道
具
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
等
、
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
の
量
を
調
べ
て
み
る
と
毎

年
約8

0
0

万
ト
ン
も
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
海
に
流
入
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
て

お
り
、
二
千
五
十
年
に
は
海
洋
ご
み
の
量
が
魚
の
量
を
上
回
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ご
み
は
様
々
な
と
こ
ろ
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま

す
。
海
洋
生
物
へ
の
影
響
と
し
て
は
、
ご
み
に
よ
っ
て
魚
や
ウ
ミ
ガ
メ
等
の
生

物
が
傷
つ
け
ら
れ
た
り
死
ん
だ
り
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
の92

％
が
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
の
影
響
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
間
へ
の
影
響
と
し
て
は
、

魚
介
類
を
通
じ
て
、
私
た
ち
人
間
の
体
内
に
も
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
混

入
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
週
間
に
食
べ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
量
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
一
枚
分
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

ホ
ル
モ
ン
系
の
乱
れ
、
生
殖
機
能
の
障
害
、
が
ん
の
リ
ス
ク
の
上
昇
が
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
我
々
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
問
題
は
日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
全
体
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
際
的
に
も
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
け
た
り
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
禁
止
を
含
む

規
制
を
導
入
し
た
り
、
具
体
的
な
行
動
を
既
に
起
こ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日

本
に
お
い
て
も
、
二
千
五
十
年
以
降
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
汚
染
を
ゼ
ロ

に
す
る
と
い
っ
た
事
を
国
際
社
会
へ
宣
言
し
た
り
、
発
展
途
上
国
へ
の
廃
棄
物

管
理
能
力
の
向
上
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
に
向
け

た
行
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
こ
の
現
状
を
知
る
こ
と
が
第
一
で
あ
り
、
自
分
自
身
に
も
影
響

が
あ
る
と
気
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
ゴ
ミ
の
分

別
を
行
い
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
た
り
、
買
い
物
の
時
に
で
き
る
限
り
過
剰
に

包
装
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
選
ぶ
等
、
私
た
ち
が
簡
単
に
で
き
る
物
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
常
生
活
以
外
に
も
海
の
清
掃
活
動
に
参
加
し
て
自
分
自

身
の
目
で
現
状
を
知
り
、
自
分
自
身
の
手
で
ご
み
を
拾
い
、
海
を
綺
麗
に
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
海
は
私
た
ち
に
様
々
な
も
の
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
私
は

そ
の
与
え
て
く
れ
る
海
に
感
謝
し
美
し
い
海
を
保
つ
た
め
に
、
自
分
か
ら
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
減
ら
す
よ
う
な
行
動
を
し
た
い
で
す
。 
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■
奨
励
賞
（
中
学
生
の
部
） 

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
藤 

咲
菜 

 

近
年
、
地
球
温
暖
化
が
進
行
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
特
に
今
年
は
「
十

年
に
一
度
の
暑
さ
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
猛
暑
日
が
続
い
た
。
外
出
時
、
多
く

の
人
が
手
持
ち
扇
風
機
を
持
っ
て
い
た
り
、
ク
ー
ル
ネ
ッ
ク
リ
ン
グ
を
つ
け
て

い
た
り
、
デ
パ
ー
ト
や
お
店
な
ど
で
も
エ
ア
コ
ン
が
ガ
ン
ガ
ン
効
い
て
い
て
、

寒
い
く
ら
い
だ
。
こ
ん
な
に
エ
ア
コ
ン
の
温
度
を
低
く
し
た
ら
、
地
球
温
暖
化

の
進
行
に
影
響
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
時
た
ま
心
配
に
思
う
。 

 

そ
こ
で
私
は
考
え
た
。
エ
ア
コ
ン
の
温
度
は
果
た
し
て
何
度
く
ら
い
が
最
適

な
の
だ
ろ
う
か
。 

 

ま
ず
、
そ
も
そ
も
地
球
温
暖
化
の
進
行
に
エ
ア
コ
ン
の
温
度
が
ど
う
関
係
し

て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
か
ら
確
認
し
よ
う
。
地
球
温
暖
化
の
要
因
は
温
室

効
果
ガ
ス
の
増
加
だ
。
そ
の
温
室
効
果
ガ
ス
は
石
炭
や
石
油
を
燃
や
す
こ
と
で

発
生
す
る
。
そ
し
て
、
私
た
ち
が
家
庭
で
使
う
電
気
は
、
発
電
所
で
石
炭
や
石

油
を
燃
や
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
電
力
を
消
費
す
る
エ
ア

コ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
で
二
酸
化
炭
素
が
た
く
さ
ん
排
出
さ
れ
、
地
球
温
暖
化

が
進
行
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。 

 

調
べ
て
み
た
ら
、
環
境
に
や
さ
し
い
エ
ア
コ
ン
の
温
度
は
夏
季
だ
と
二
十
八

度
だ
と
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
多
く
の
お
店
や
家
庭
で
は
こ
の
温
度
が
守
ら
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
の
人

が
多
く
集
ま
る
お
店
で
は
特
に
温
度
が
低
く
設
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。 

 

た
だ
そ
ん
な
中
、
冷
房
の
温
度
が
き
っ
ち
り
と
二
十
八
度
に
設
定
さ
れ
て
い

る
場
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
誰
も
が
一
度
は
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う

公
共
交
通
機
関
に
あ
る
。
東
急
電
鉄
に
よ
れ
ば
、
弱
冷
房
車
の
温
度
は
、
冷
房

が
苦
手
な
人
で
も
乗
車
し
や
す
い
よ
う
に
二
十
八
度
に
設
定
し
て
あ
る
と
い

う
。
私
は
こ
こ
最
近
弱
冷
房
車
に
乗
る
こ
と
が
多
い
が
、
弱
冷
房
車
で
も
十
分

快
適
で
涼
し
い
よ
う
に
感
じ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
二
十
八
度
で
は
物
足
り
な
い
と

い
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
外
が
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
な
た
め
、
そ
の

温
度
差
で
涼
し
く
感
じ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
で
も
暑
い
と

い
う
人
は
自
分
で
冷
感
グ
ッ
ズ
を
持
ち
歩
く
の
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
今
の

時
代
、
冷
却
ジ
ェ
ル
シ
ー
ト
、
う
ち
わ
、
せ
ん
す
、
手
持
ち
扇
風
機
、
ク
ー
ル

ネ
ッ
ク
リ
ン
グ
な
ど
こ
れ
だ
け
冷
感
グ
ッ
ズ
が
揃
っ
て
い
る
し
、
大
し
た
荷
物

に
も
な
ら
な
い
の
で
こ
れ
ら
で
対
策
を
す
る
べ
き
だ
。 

も
ち
ろ
ん
外
に
限
っ
た
話
で
は
な
く
、
家
で
も
そ
れ
ら
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

冷
房
の
温
度
を
二
十
八
度
に
し
て
も
快
適
に
過
ご
せ
る
と
思
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
な
り
の
対
策
を
し
て
い
く
こ
と
で
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
の
削
減
は
可
能
で
あ
る
。
私
も
地
球
に
住
ん
で
い
る
以
上
、

環
境
に
優
し
い
行
動
を
し
て
い
く
よ
う
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。 
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賞
（
中
学
生
の
部
） 

 
 
 

海 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

幡
山 

英
亮 

 

僕
は
毎
年
、
夏
休
み
に
な
る
と
香
川
の
祖
父
母
の
家
に
遊
び
に
行
っ
て
い

る
。
海
で
魚
を
つ
か
ま
え
た
り
、
カ
ニ
を
追
い
か
け
る
の
が
大
好
き
で
、
祖
父

に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
今
で
は
、
日
本
の
ウ
ユ
ニ
塩
湖
と
呼
ば
れ

る
「
父
母
ヶ
浜
」
で
あ
る
。 

 

な
ぜ
、
こ
の
海
は
こ
ん
な
に
キ
レ
イ
な
ん
だ
ろ
う
と
疑
問
に
思
っ
た
昨
年
の

夏
、
母
か
ら
父
母
ヶ
浜
清
掃
活
動
の
こ
と
を
聞
き
、
参
加
し
て
み
る
こ
と
に
し

た
。
約
五
十
人
ほ
ど
の
人
が
参
加
し
て
お
り
、
一
時
間
ほ
ど
か
け
て
ゴ
ミ
を
ト

ン
グ
で
集
め
た
。
ゴ
ミ
は
波
打
ち
際
に
多
く
集
ま
っ
て
い
た
。
ガ
ラ
ス
、
ビ
ニ

ー
ル
等
が
多
く
、
僕
の
家
族
だ
け
で
四
袋
ほ
ど
集
ま
っ
た
。
活
動
の
リ
ー
ダ
ー

の
人
に
話
を
聞
く
と
、
父
母
ヶ
浜
に
集
ま
る
ゴ
ミ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
海
を
渡
っ

て
流
れ
つ
い
た
物
だ
そ
う
だ
。
北
海
道
か
ら
参
加
し
て
い
る
人
も
見
た
。
こ
の

活
動
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
九
六
年
で
、
毎
月
一
回
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
も
ど

ん
ど
ん
増
え
て
い
る
そ
う
。 

 

こ
こ
で
僕
が
気
に
な
っ
た
の
は
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
海
洋
ゴ
ミ
で
あ
る
。
調

べ
て
み
る
と
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
二
〇
五
〇
年

に
は
魚
よ
り
海
洋
ゴ
ミ
の
量
が
多
く
な
る
そ
う
だ
。
海
洋
ゴ
ミ
の
半
分
以
上
を

占
め
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
は
、
そ
の
素
材
の
性
質
上
滞
留
期
間
が
長
く
、
中

に
は
四
百
年
以
上
海
の
中
を
漂
う
も
の
も
あ
る
と
い
う
。
生
物
が
間
違
え
て
食

べ
て
し
ま
っ
た
ら
、
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
し
ま
う
。 

 

僕
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
。
海
を
守
る
に
は
一
人
一
人
の
意
識
変

化
が
カ
ギ
に
な
る
と
思
う
。
普
段
か
ら
ゴ
ミ
を
減
ら
す
努
力
を
す
る
こ
と
が
、

何
よ
り
も
効
果
的
だ
。
例
え
ば
日
頃
の
生
活
で
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
も
の
と
し

て
、
３
Ｒ
が
あ
る
。
３
Ｒ
と
は
、
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル

だ
。
こ
の
中
で
僕
が
意
識
し
て
い
る
の
は
、
リ
デ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。
マ
イ
ボ
ト

ル
や
エ
コ
バ
ッ
グ
な
ど
を
持
参
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
し
、
ポ
イ
捨
て
も
し
な

い
。
こ
う
い
う
、
小
さ
な
一
人
一
人
の
つ
み
か
さ
ね
が
キ
レ
イ
な
環
境
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
。 

今
年
の
夏
も
、
父
母
ヶ
浜
の
清
掃
活
動
に
参
加
し
た
。
昨
年
よ
り
ゴ
ミ
が
多

く
、
残
念
だ
っ
た
。
日
本
全
体
で
も
千
五
百
の
清
掃
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て

い
る
そ
う
だ
。
人
々
の
意
識
は
、
確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
と
思
う
。
僕
は
、
今

後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
キ
レ
イ
な
海
を
守
る
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
自
分
の
経
験
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
本

等
で
調
べ
る
ほ
ど
に
、
今
海
が
ど
の
よ
う
な
情
況
な
の
か
が
わ
か
り
、
よ
り
一

層
海
を
守
る
活
動
を
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
ま
た
、
自
分
だ
け
で
は
な

く
、
自
分
の
友
達
や
家
族
、
こ
の
作
文
を
読
ん
だ
人
た
ち
に
も
、
キ
レ
イ
な
海

を
守
る
活
動
を
何
か
し
ら
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。 
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■
実
行
委
員
会
特
別
賞 

 
 
 

カ
ブ
ト
ム
シ
の
森 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

隂
山 

泰
平 

ぼ
く
は
、
カ
ブ
ト
ム
シ
が
す
き
で
す
。
ま
い
と
し
い
え
で
カ
ブ
ト
ム
シ
を
そ
だ
て

て
い
ま
す
。
つ
の
が
と
て
も
か
っ
こ
い
い
で
す
。 

 

い
つ
も
キ
ャ
ン
プ
で
カ
ブ
ト
ム
シ
の
よ
う
ち
ゅ
う
を
と
る
け
ど
、
こ
と
し
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
カ
ブ
ト
ム
シ
は
ど
こ
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
木
が

多
い
森
に
い
る
だ
ろ
う
。
ぼ
く
な
ら
ご
は
ん
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
が
い
い

で
す
。
カ
ブ
ト
ム
シ
も
み
つ
が
た
く
さ
ん
あ
る
森
が
い
い
と
お
も
う
は
ず
で
す
。 

 

ぼ
く
は
、
カ
ブ
ト
ム
シ
の
た
め
に
木
を
は
や
し
た
い
で
す
。 

 

画：佐藤 章（とちの実作業所） 
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【
作
品
選
考
協
力
】 

一
次
選
考
：
文
芸
活
動
に
携
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々 

二
次
選
考
：
国
語
に
関
わ
る
教
育
関
係
者 

最
終
選
考
：
熊
井 

真
次
（
国
立
大
学
法
人
東
京
科
学
大
学
名
誉
教
授
／
物
質
理
工
学
院
特
任
教
授
） 

小
松 

光
一 

お
お
た
地
球
さ
ん
ご
賞
実
行
委
員 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
：
森 

敏
彦
（
一
般
社
団
法
人
水
の
も
り
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
理
事
） 

 

【
ア
ー
ト
作
品
協
力
】 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ノ
コ
ノ
コ 

国
内
外
で
活
躍
す
る
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
荻
野
夕
奈
さ
ん
が
指
導
者
と
な
り
、
大
田
区
の
障
が
い
者
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
絵
を
学
習
し
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
か
ら
大
人
、
障
が
い
を
持
っ
た
方
々
が
同
じ
場
所
で
制
作
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
持
つ
個
性
や
感
性
を
高
め
合
っ
て
い
ま
す
。 

 

越
沼 

李
一
（
ヤ
マ
ト
運
輸 

羽
田
ク
ロ
ノ
ゲ
ー
ト
）
、
荻
野 

碧
衣
（
大
田
区
立
小
池
小
学
校
６
年
）
、 

荒
木 

千
寛
（
大
田
区
立
小
池
小
学
校
５
年
）
、
浅
野 
智
子
（
大
田
区
立
う
め
の
き
園
） 

 

大
田
区
生
産
活
動
支
援
施
設
連
絡
会
（
お
お
む
す
び
連
絡
会
） 

区
内
障
が
い
者
施
設
の
利
用
者
の
工
賃
向
上
・
社
会
参
加
を
促
進
す
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
当
作
品
集
の
挿
絵
等

に
つ
い
て
、
大
森
東
福
祉
園
・
と
ち
の
実
作
業
所
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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松
山 

浩
（
と
ち
の
実
作
業
所
）
、
Ｔ
．
Ｔ
（
と
ち
の
実
作
業
所
）、
冨
山 

正
美
（
大
森
東
福
祉
園
）、 

宮
内 

泉
（
と
ち
の
実
作
業
所
）
、
内
海 

正
（
と
ち
の
実
作
業
所
）
、
領
家 

ゆ
き
こ
（
と
ち
の
実
作
業
所
）、 

山
田 

一
広
（
と
ち
の
実
作
業
所
）、
三
浦 

真
（
と
ち
の
実
作
業
所
）、
佐
藤 

章
（
と
ち
の
実
作
業
所
）
、 

笹
川 

正
一
（
と
ち
の
実
作
業
所
）、
佐
藤 

幸
子
（
と
ち
の
実
作
業
所
）
、
佐
藤 

聖
子
（
と
ち
の
実
作
業
所
）
、 

小
林 
弘
人
（
大
森
東
福
祉
園
）
、
田
中 

え
る
（
と
ち
の
実
作
業
所
） 

  

【
ご
後
援
】 

公
益
財
団
法
人
大
田
区
文
化
振
興
協
会 

公
益
財
団
法
人
伊
東
奬
學
会 

  

【
ご
協
賛
】 

株
式
会
社
荏
原
製
作
所 

株
式
会
社
ヒ
ダ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス 

綜
合
警
備
保
障
株
式
会
社 

  
 

画：笹川 正一（とちの実作業所） 
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【
お
お
た
地
球
さ
ん
ご
賞
実
行
委
員
会
】 

委
員
長 

 

菅
野 

哲
郎
（
大
森
第
六
中
学
校 

校
長
） 

副
委
員
長 

小
山 

文
大
（
大
森
海
苔
の
ふ
る
さ
と
館 

事
務
局
長
） 

監
事 

 
 

鴨
志
田 

隆
（
公
益
財
団
法
人
大
田
区
文
化
振
興
協
会 

事
務
局
長
） 

松
橋 

尚
子
（
嶺
町
小
学
校 

校
長
） 

委
員 

 
 

澁
谷 
咲
月
（
株
式
会
社
荏
原
製
作
所 

総
務
部
社
会
貢
献
課
）
、
飛
彈 

昌
美
（
株
式
会
社
ヒ
ダ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス 

代
表
取

締
役
社
長
）
、
白
鳥 

信
也
（
龍
子
記
念
館 

館
長
）
、
森 

敏
彦
（
一
般
社
団
法
人
水
の
も
り
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
理
事
）
、

山
本 

成
俊
（
一
般
社
団
法
人
水
の
も
り
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
補
助
ス
タ
ッ
フ
）、
長
岡 

誠
（
大
田
区
教
育
委
員
会 

教
育
総
務

部
副
参
事
）、
東
山 
良
彦
（
う
の
き
水
辺
の
楽
校
協
議
会 

顧
問
） 

事
務
局 

 

一
般
社
団
法
人
水
の
も
り
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
大
田
区
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
総
務
部
教
育
総
務
課
教
育
地
域
力
推
進
担
当 

 

 

画：佐藤 幸子（とちの実作業所） 

画：小林 弘人（大森東福祉園） 



主催：一般社団法人水のもり文化プロジェクト
共催：大田区教育委員会
作成：令和７年１月２６日
印刷：株式会社ジャンボ
       大田区萩中3-28-18　電話03-3745-5911




